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（　）内は前月との比較

（2018. ５. １現在）の動き

人口増減の内訳

人気の本庄グルメ「なっとうピザライス」
5月13日に開催された第12回本庄総合公園春まつり。本庄グルメをは
じめとした販売や展示のブースが90以上出店。テレビ番組でも紹介さ
れた「なっとうピザライス」には長蛇の列ができ、用意した700個が1
時間足らずで完売しました。
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今
か
ら
40
年
ほ
ど
昔
、
本
庄

市
を
中
心
と
す
る
埼
玉
県

北
部
地
域
の
喫
茶
店
で
人
気
を
博

し
て
い
た
メ
ニ
ュ
ー
「
な
っ
と
う

ピ
ザ
ラ
イ
ス
」。
ご
は
ん
に
出
し

汁
や
め
ん
つ
ゆ
で
味
付
け
を
し

て
、
納
豆
の
ほ
か
、
ピ
ー
マ
ン
、

ト
マ
ト
、玉
ね
ぎ
、サ
ラ
ミ
、ベ
ー

コ
ン
な
ど
お
好
み
の
具
を
入
れ
て

チ
ー
ズ
を
乗
せ
焼
き
上
げ
た
お
手

軽
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
し
か
し
昨
今
、
時
代
の
変
化
と

と
も
に
、
昔
な
が
ら
の
喫
茶
店
が

減
少
し
て
い
き
、
お
店
で
出
合
う

機
会
も
減
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
し

た
。

　
そ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
な
っ
と
う
ピ
ザ
ラ
イ
ス
は
家

庭
で
も
手
軽
に
調
理
で
き
る
こ
と

も
あ
り
、
地
域
の
食
卓
に
も
た
び

た
び
登
場
し
、
世
代
を
超
え
て
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

昨年７月、「地域を象徴する本庄児玉郡
市のブランドを決めよう」をコンセプ
トに、こだま青年会議所が開催した「こ
だまめしグランプリ 2017」で、焼きなっ
とうピザライスは初代グランプリに輝
き、本庄児玉郡市を代表するグルメに。

な
っ
と
う
ピ
ザ
ラ
イ
ス

　
昔
か
ら
埼
玉
県
北
部
で
食
べ
ら
れ
て
き
た
「
な
っ
と
う
ピ

ザ
ラ
イ
ス
」。
そ
の
懐
か
し
の
本
庄
グ
ル
メ
を
復
活
さ
せ
る
べ

く
、
本
庄
商
工
会
議
所
青
年
部
が
改
良
を
加
え
、
食
べ
歩
き

可
能
な
形
に
し
た
「
焼
き
な
っ
と
う
ピ
ザ
ラ
イ
ス
」
が
テ
レ

ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
改
め
て
そ
の
元
と
な
り
、
地
域
で
愛

さ
れ
て
き
た
「
な
っ
と
う
ピ
ザ
ラ
イ
ス
」
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
魅
力
と
は
…
。

古
き
良
き
本
庄
グ
ル
メ
の
再
興

焼きなっとうピザライス

なっとうピザライスが食べられるお店のご紹介
　現在なっとうピザライスを取り扱っている店舗を紹介します。詳細は、本庄商工会
議所青年部ホームページでご確認ください。

取り扱い店舗
は、のぼり旗
が目印です

昔
な
が
ら
の
味
、
新
し
い
味	

両
方
を
楽
し
め
る

　
現
在
、
次
の
世
代
が
そ
の
味
を

受
け
継
ぎ
、
再
び
市
内
の
飲
食
店

に
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
喫
茶

店
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
、
居
酒

屋
、色
々
な
業
態
の
飲
食
店
な
ど
、

取
り
扱
い
店
舗
も
広
が
り
を
み
せ

て
い
ま
す
。
当
時
の
味
を
守
り
続

け
て
い
る
お
店
も
あ
れ
ば
、
ア
レ

ン
ジ
を
加
え
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル

の
も
の
を
提
供
し
て
い
る
お
店
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
な
っ
と
う
ピ
ザ
ラ
イ
ス
が
味

わ
え
ま
す
。

食べなければ始まらない！まずは気になるお店でその味を確かめてみませんか

なっとうピザライス
紹介ページ

なっとうピザライス
は、通常の食事以外
にも、飲みあがりの
締めに食されたりも
していたそう。

店舗名 住所 店舗名 住所
ちぃずかふぇ Heureux mou 早稲田の杜 4-10-12 1 階 南の酒場　ぶぶすけ 駅南 2-1-18
喫茶 えとせとら 北堀 278-1 Kitchen café Mau 北堀 664-3
大野屋 駅南 2-14-2 レストランみらの 小島 1-4-45
カイルアカフェ 本庄 2-3-40 八衛門 寿 3-2-35
串坊主 駅南 1-15-2 1 階 ユニークな居酒屋 YAPPY! 駅南 1-14-6
クルールプリュス 小島 4-6-1 やきっとりあYujiro（ユウジロウ）駅南 2-26-7
珈琲工房 クロヤナギ 見福 3-3-7 夢屋 西富田 679-3
埼玉グランドホテル本庄 駅南 2-2-1 お好み焼 よし 駅南 1-9-6
Chouette（シュエット） 北堀 1637-1 鉄板ダイニング 火楽 児玉町蛭川 1065-5
昭和堂 駅南 2-12-1 2 階 武蔵野うどん きやんち 児玉町下浅見 76-2
博多うまいもん だるま山 緑 1-1-13 居酒屋 SUN 児玉町児玉 2673-7 １階
Chups（チャップス） けや木 1-9-3 ごはん屋 なかばやし 児玉町共栄 578-1
中山道辛味処 電気館カレー 中央 1-1-1 居酒屋レストランなかまち 児玉町児玉 71
鳥よし 寿 3-3-17 Pasti（パスティ） 児玉町金屋 1163-3
DOLPHIN（ドルフィン） 駅南 2-14-7 中島ビル１階 ひら久 児玉町児玉 14
CAFE NINOKURA（にのくら）千代田 4-2-4 居酒屋ほりぐち 児玉町児玉 2663-5
バタチキ 本庄店 けや木 1-26-18 マグルズカフェ 児玉町蛭川 51-7
パン・ド・ミ 駅南 2-16-1 和ノ嘉 児玉町児玉 40-3
本庄中山酒場　ぶぶすけ 銀座 3-5-21
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介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

平
成
30
年
４
月
か
ら
段
階
的
に
実
施

　
　
４
月
か
ら
の
変
更

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
の
、
利
用
者
負
担
の
変
更

　

介
護
報
酬
改
定
に
と
も
な
い
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
に
支
払
う
金
額
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

介
護
保
険
施
設
に「
介
護
医
療
院
」

の
創
設

　
日
常
的
な
医
学
管
理
が
必
要
な

重
度
介
護
者
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
施
設
と
し
て
、
介
護
医
療
院
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
創
設

　
介
護
保
険
と
障
害
者
福
祉
の
両

方
を
担
う
「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

８
月
か
ら
の
変
更

65
歳
以
上
で
現
役
世
代
並
み
の
所

得
が
あ
る
方
は
、
利
用
者
負
担
が

３
割
へ　
　

　
こ
れ
ま
で
利
用
者
負
担
が
２
割

だ
っ
た
方
で
、
特
に
所
得
の
高
い

方
の
負
担
割
合
が
３
割
に
変
更
さ

れ
ま
す
。

　

利
用
者
負
担
が
３
割
に
な
る

方
は
、
利
用
者
本
人
の
合
計
所
得

が
２
２
０
万
円
以
上
で
、
同
一
世

帯
の
65
歳
以
上
の
方
（
本
人
含

む
）
の
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合

計
所
得
金
額
が
、
単
身
世
帯
で

３
４
０
万
円
以
上
、
２
人
以
上
世

帯
で
４
６
３
万
円
以
上
の
方
で
す
。

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

の
所
得
区
分
が
変
更　

　
年
間
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費

と
医
療
費
の
自
己
負
担
が
一
定
の

限
度
額
を
超
え
た
と
き
に
、
超
え

た
分
が
支
給
さ
れ
る「
高
額
医
療・

高
額
介
護
合
算
制
度
」
の
限
度
額

が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
（
70
歳
未

満
の
方
の
み
の
世
帯
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
）。

　
　
10
月
か
ら
の
変
更

福
祉
用
具
貸
与
に
つ
い
て
適
正
価

格
が
公
表
さ
れ
ま
す

　

福
祉
用
具
貸
与
の
利
用
者
に
、

商
品
の
全
国
平
均
貸
与
価
格
と
そ

の
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
の
貸
与

価
格
の
両
方
の
提
示
と
機
能
の
説

明
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
料
が
改
定

　
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
料
の
改
定
が
行
わ

れ
、
基
準
額
は
月
額
５
、１
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
所
得

段
階
に
つ
き
ま
し
て
も
、
13
段
階

に
細
分
化
し
ま
し
た
。

　
　
保
険
料
を
通
知
し
ま
す

　
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得

（
収
入
）
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
決
定
通
知
は
、
７
月

中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

所得段階 基準
保険料

率 月額(円) 年額(円)

第１段階
・生活保護受給者の方
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の方
・課税年金収入額と合計所得金額の合計から年金収入に係る所得

を控除した額が80万円以下の方

基準額× 0.45 2,295 27,540

第２段階 ・課税年金収入額と合計所得金額の合計から年金収入に係る所得
を控除した額が80万円超120万円以下の方 基準額× 0.75 3,825 45,900

第３段階 ・課税年金収入額と合計所得金額の合計から年金収入に係る所得
を控除した額が120万円超の方 基準額× 0.75 3,825 45,900

第４段階
・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税

で、課税年金収入額と合計所得金額の合計から年金収入に係る
所得を控除した額が80万円以下の方

基準額× 0.90 4,590 55,080

第５段階
（基準額）

・世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税
で、課税年金収入額と合計所得金額の合計から年金収入に係る
所得を控除した額が80万円超の方

基準額× 1.00 5,100 61,200

第６段階 ・本人が市民税課税で合計所得金額の合計が120万円未満の方 基準額× 1.20 6,120 73,440

第７段階 ・本人が市民税課税で合計所得金額の合計が120万円以上200万
円未満の方 基準額× 1.30 6,630 79,560

第８段階 ・本人が市民税課税で合計所得金額の合計が200万円以上300万
円未満の方 基準額× 1.50 7,650 91,800

第９段階 ・本人が市民税課税で合計所得金額の合計が300万円以上400万
円未満の方 基準額× 1.60 8,160 97,920

第10段階 ・本人が市民税課税で合計所得金額の合計が400万円以上500万
円未満の方 基準額× 1.70 8,670 104,040

第11段階 ・本人が市民税課税で合計所得金額の合計が500万円以上600万
円未満の方 基準額× 1.80 9,180 110,160

第12段階 ・本人が市民税課税で合計所得金額の合計が600万円以上800万
円未満の方 基準額× 1.90 9,690 116,280

第13段階 ・本人が市民税課税で合計所得金額の合計が800万円以上の方 基準額× 2.00 10,200 122,400
※合計所得金額については、租税特別措置法に規定される長期譲渡所得又は短期譲渡所得に係る特別控除を控除
した額となります。

第１号被保険者介護保険料（平成 30 年度～ 32 年度）

★
介
護
保
険
課
☎
㉕
１
７
１
９

介
護
保
険
利
用
者
負
担
金
助
成
制

度
、負
担
限
度
額
認
定
の
申
請
（
更

新
）
を
忘
れ
ず
に

　
申
請
月
分
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。
制
度
を

利
用
し
た
い
方
は
、
事
前
に
受
給
資
格
の
認
定

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

①
介
護
保
険
利
用
者
負
担
金
助
成
制
度

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用
者

負
担
金
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
現
在

の
利
用
者
の
有
効
期
限
は
７
月
末
で
す
。
継
続

す
る
場
合
は
、再
度
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
４
月
１
日

時
点
で
次
の
要
件
を
満
た
す
人
（
生
活
保
護

受
給
者
を
除
く
）

・
平
成
30
年
度
の
市
民
税
が
世
帯
全
員
非
課
税

世
帯
で
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

…
利
用
者
負
担
金
の
２
分
の
１
を
助
成

・
平
成
30
年
度
の
市
民
税
が
世
帯
全
員
非
課
税

の
人
…
利
用
者
負
担
金
の
４
分
の
１
を
助
成

用
意　
対
象
者
名
義
の
通
帳
、
印
鑑
（
朱
肉
を

使
う
も
の
）

※
左
記
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）
サ
ー
ビ
ス

・
特
定
施
設
入
居
生
活
介
護
（
有
料
老
人
ホ
ー

ム
等
）
サ
ー
ビ
ス

・
別
の
減
額
制
度
等
に
よ
り
、
利
用
者
負
担
金

が
減
額
に
な
っ
て
い
る
も
の

②
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

　

介
護
保
険
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
利
用
し
た
場
合
、
居

住
費
や
食
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で

す
。
現
在
利
用
し
て
い
る
方
の
有
効
期
限
は
７

月
末
で
す
。
継
続
す
る
場
合
は
、
再
度
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

・
平
成
30
年
度
の
市
民
税
に
つ
い
て
、
別
世
帯

の
配
偶
者
（
事
実
婚
の
配
偶
者
含
む
）
及
び

世
帯
全
員
が
非
課
税
の
人

・
預
貯
金
等
が
単
身
の
場
合
１
、
０
０
０
万
円

以
下
、
夫
婦
の
場
合
は
２
、
０
０
０
万
円
以

下
の
人

用
意

・
平
成
29
年
度
の
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
・
本
人
及
び
配
偶
者
の
預
貯
金
通
帳
の
写
し

（
申
請
日
に
で
き
る
だ
け
近
い
時
点
の
も
の
）

・
価
格
評
価
が
容
易
な
も
の
（
有
価
証
券
、
投

資
信
託
等
）
に
つ
い
て
は
資
産
評
価
を
確
認

で
き
る
書
類(

入
手
が
容
易
な
も
の
に
限
る)

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

《
①
②
共
通
》

受
付
期
間　
６
月
18
日
㈪
～
７
月
31
日
㈫
（
土

日
・
休
日
を
除
く
）

受
付
場
所　
介
護
保
険
課
（
市
役
所
１
階
）、

市
民
福
祉
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）
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地域包括支援センター
～地域の高齢者の身近な相談窓口～
　地域包括支援センターは、市内に４か所あり、高齢者のみなさんが住み慣れた地域で安心
して生活できるように、介護・福祉・健康・医療などさまざまな面で支援を行っています。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
こ
ん
な
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す

○
総
合
相
談
・
支
援
…
介
護
、
福

祉
な
ど
の
悩
み
や
相
談
に
、
専

門
職
が
対
応
し
ま
す
。
相
談
内

容
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

等
、
問
題
解
決
の
た
め
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

○
権
利
擁
護
…
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利

を
守
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。
成
年
後
見
制
度
の
紹
介
、

虐
待
の
相
談
や
早
期
発
見
・
防

止
な
ど
の
対
応
、
消
費
者
被
害

に
対
応
し
ま
す
。

○
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

…
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
要

支
援
に
認
定
さ
れ
た
方
や
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
事
業
対

象
者
と
判
定
さ
れ
た
方
の
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
調
整
を
行
い
ま
す
。

○
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
…
み
な
さ
ん
を
支
え
る

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支

援
の
ほ
か
、
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
地
域
に
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

担
当
地
域

本
庄
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

所
在　
本
庄
市
銀
座
１
―
１
―
１　

☎
㉒
７
０
８
８

本
庄
西
地
域　
千
代
田
・
若
泉
・

中
央
・
銀
座
・
小
島
南
・
小
島
・

万
年
寺
・
下
野
堂
・（
照
若
町
）・

都
島
・
山
王
堂
・
沼
和
田
・
杉

山
・
新
井

本
庄
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

安
誠
園

所
在　
本
庄
市
小
和
瀬
１
６
６
６　

☎
㉒
６
２
６
２

本
庄
東
地
域　
本
庄
・
東
台
・
日

の
出
・
寿
・
朝
日
町
・（
台
町
）・

（
諏
訪
町
）・（
本
町
）・
鵜
森
・

傍
示
堂
・
牧
西
・
小
和
瀬
・
宮

戸
・
堀
田
・
滝
瀬
・
仁
手
・
下

仁
手
・
久
々
宇
・
田
中
・
上
仁

手
本
庄
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

シ
ャ
ロ
ー
ム

所
在　
本
庄
市
今
井
１
２
５
１
―

１　
☎
㉓
９
５
８
０

本
庄
南
地
域　
南
・
前
原
・
柏
・

栄
・
駅
南
・
け
や
木
・
見
福
・
緑
・

五
十
子
・
四
季
の
里
・
早
稲
田

の
杜
・
北
堀
・
栗
崎
・
西
五
十

子
・
東
五
十
子
・
東
富
田
・
西

富
田
・
四
方
田
・
今
井
・
共
栄
・

い
ま
い
台

児
玉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
在　

本
庄
市
児
玉
町
金
屋

１
３
０
２
―
１

　
☎
�
１
５
４
５

児
玉
地
域
全
域

※
（　
）
は
、
通
称
名
地
区
に
な

り
ま
す
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

を
配
置
し
て
い
ま
す

　
認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
な

く
、
私
た
ち
自
身
や
家
族
、
身
近

な
周
囲
に
も
起
こ
り
う
る
病
気
で

す
。
今
後
、
高
齢
化
に
伴
い
認
知

症
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。「
認

知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

環
境
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
」
に
は
、
地
域

全
体
が
認
知
症
に
対
す
る
関
心
を

高
め
、
正
し
く
理
解
し
支
え
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
市
で
は
、
認

知
症
に
対
す
る
支
援
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、「
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
」
を
４
か
所
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
１
名
ず
つ
配

置
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の

業
務

・
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
へ
の

支
援

・
み
な
さ
ん
に
身
近
な
病
気
と
し

て
認
知
症
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
活
動

・
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
状

況
に
応
じ
て
必
要
な
医
療
や
介

護
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
医
療
機
関
等
関
係
機
関

へ
の
つ
な
ぎ
や
連
絡
調
整
の
支

援生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
し
て
い
ま
す

　
高
齢
者
が
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
医

療
、
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
や

介
護
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
（
生
活
支

援
等
サ
ー
ビ
ス
）
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
生
活
支
援
等
サ
ー
ビ

ス
の
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
市

全
域
を
単
位
と
す
る
「
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え

合
い
推
進
員
）」
を
１
名
配
置
し

て
き
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、

日
常
生
活
圏
域
を
活
動
範
囲
と
す

る
４
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
１
名
ず
つ
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

★介護保険課☎㉕１７２２

虐待に気づいたら下記にご連絡ください
・本庄市役所介護保険課☎㉕１７２２
・本庄西地域包括支援センター
　本庄市社会福祉協議会☎㉒７０８８
・本庄東地域包括支援センター安誠園
　☎㉒６２６２
・本庄南地域包括支援センターシャローム
　☎㉓９５８０
・児玉地域包括支援センター☎�１５４５

本庄市高齢者虐待防止ネットワーク会議
　市では、「本庄市高齢者虐待防止ネットワーク会議」
を設置し、高齢者に対する虐待の防止のための方策
や支援について話し合っています。　

みんなで防ごう
高齢者虐待
虐待を止めることは、高齢者を守るとともに、虐待
をしている養護者のためにも必要なことです。

高
齢
者
虐
待
に
気
づ
い
た
ら

通
報
す
る
こ
と
が
義
務
で
す

認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を暖かく見守る

「応援者」です。私たちができる支援を一緒に考えてみませんか。

①児玉地域

日時　７月13日㈮
　　　午後１時30分〜３時（受付　午後１時〜）
会場　児玉公民館（アスピアこだま内）

②本庄地域

日時　７月25日㈬
　　　午後１時30分〜３時（受付　午後１時〜）
会場　はにぽんプラザ活動室Ｅ
※駐車場に限りがありますのでなるべく乗りあわ
せでご来場ください。

《①②共通》
講師 　小林　良　氏
　　　（キャラバンメイト・認知症ケア専門士） 
定員 　①②各30名（先着順） 
費用 　無料
申込　６月11日㈪から電話で介護保険課（市役所
　　　１階）へ

★介護保険課☎㉕１７２２
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★子育て支援課☎�１１３０、市民福祉課☎�１３３３

提出期限　６月29日㈮
提出場所　子育て支援課（市役所２階）
　　　　　市民福祉課（アスピアこだま内）
用意　現況届用紙・印鑑（朱肉を使うもの）
◎厚生年金などに加入している場合
・受給者の健康保険証のコピー又は年金加入証明書
◎児童の住所が市外の場合
・世帯全員の住民票で省略のないもの
※必要に応じてその他書類提出を求める場合があり
ます。

郵送提出の場合　到着日が届出日となります。提出
期限に間に合わないと、支給停止することがあり
ます。また、記入漏れや書類の不備などがあると、
再提出していただくことがあります。提出がない
と支給を停止しますのでご注意ください。郵送事
故防止のため、簡易書留、特定記録郵便など記録
に残るもので郵送する事をお勧めします。

※今年度から、マイナンバーカードを使用して市ホーム
ページで電子申請ができるようになりました。利用にはマ
イナンバーカード対応のICカードリーダライタが必要です。

児童手当を受けているみなさんへ
６月中に『現況届』の提出を

　児童手当を受けているすべての人は『児童手当現況届』を提出しなければなりません。提出がないと、資格があっ
ても手当が受けられなくなります。該当者には、６月上旬に届出用紙を郵送しますので、必要事項を記入のうえ必要
書類を添えて、６月中に提出してください。なお、届出用紙が届かない場合は子育て支援課までご連絡ください。

受託者氏名 受託者所在地 委託事務内容　
㈲関東興業
 取締役　新井和夫

本庄市小島
２ー６ー 14 一般廃棄物（粗大ごみ）処理手数料収納事務㈱第一総業

代表取締役　三浦信一
本庄市今井
１１３０ー２

（公社）本庄市シルバー人材
センター
副理事長　荒井一夫

本庄市小島南
１ー８ー４

本庄市市民活動交流センター使用料収納事務及び印刷機等使用料収納事務
旧本庄商業銀行煉瓦倉庫使用料収納事務及び有償刊行物代金収納事務
本庄市勤労青少年ホーム使用料収納事務
本庄駅自転車駐車場使用料収納事務
児玉中央公民館・児玉文化会館使用料収納事務
文化財有償刊行物代金収納事務
市民体育館使用料収納事務

清香園・東京ドームスポー
ツ共同体㈱　清香園
代表取締役　阪上清之介

本庄市朝日町
３ー 22 ー４ 小中学校体育施設使用料収納事務

㈱日本ウォーターテックス
代表取締役　増田眞理

埼玉県幸手市緑台
１ー 19 ー 11 水道料金・下水道使用料及び農業集落排水処理施設使用料収納事務

㈱電算システム
常務取締役執行役員事業本
部長　松浦陽司

岐阜県岐阜市日置
江１ー 58

水道料金・下水道使用料及び農業集落排水処理施設使用料をコンビニエンス
ストアの店舗を通じて収納する事務

りそな決済サービス㈱
代表取締役　古川裕二

東京都中央区日本
橋茅場町 1 ー 10 ー５

市税をコンビニエンスストアの店舗を通じて収納する事務
保育料・利用者負担額をコンビニエンスストアの店舗を通じて収納する事務
後期高齢者医療保険料をコンビニエンスストアの店舗を通じて収納する事務
介護保険料をコンビニエンスストアの店舗を通じて収納する事務

収納事務委託先のお知らせ
平成30年度の市税等の収納事務を下記のとおり委託しました。　　委託期間　４月１日～平成31年３月31日

★会計課☎�１１１７

高齢者や障害者のお金、不動産、相続、成年後見など…

「後見ほっとライン」を開設しました

ほっとラインにご相談ください !!
その心配やお悩み…

母が通帳やカードをなく
してしまうので心配…

成年後見ってなに？

親戚が悪質商法やお金の
無心をされているみたい…

不動産を処分したいが本人が
認知症で名義変更できない…

知的障害をもつ子どもへの
相続ってどうすればいいの？

後見人をつけると費用は
いくらかかるの？

 ☆本庄市後見ほっとライン☆

フリーダイヤル　☎０１２０－２３５ー８３３

▼受付時間　平日午前９時～午後５時

相談
無料

★地域福祉課☎㉕１１４２

※｢本庄市後見ほっとライン」は電話相談のための窓口です。
※係争中の案件に関するご相談には対応できません。
※ご相談いただいた内容や個人情報は適正に管理しますので、第三者に漏れる
　心配はありません。

「どこに話していいか分からない！」「こんなこと相
談してもいいの？」など、お気軽にご相談ください。
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６月１日～７日は水道週間です
第60回水道週間スローガン
水道水　安全　おいしい　金メダル

水
道
事
業
の

経
営
効
率
化
の
た
め
に

　
水
道
の
開
始
・
休
止
な
ど
の

窓
口
受
付
、
検
針
、
料
金
の
収

納
な
ど
の
業
務
を
民
間
会
社
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

委
託
会
社　

㈱
日
本
ウ
ォ
ー

タ
ー
テ
ッ
ク
ス

水
道
Ｑ
＆
Ａ

こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ｑ　
心
当
た
り
が
な
い
の
に
水

道
使
用
量
が
多
い

Ａ　
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
る

疑
い
が
あ
り
ま
す
。
漏
水
は
水

道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
す
る
こ
と

で
発
見
で
き
ま
す
。

　
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
状

態
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
（
写
真
参
照
）
が
回
転

し
て
い
る
と
き
は
、
漏
水
し
て

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
漏
水
を
発
見
し
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
修
理
費
は
、
お
客
さ

ま
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
下
で
の
漏
水
な
ど

発
見
が
困
難
な
漏
水
の
場
合

は
、
修
理
が
完
了
し
た
後
、
水

道
料
金
を
一
部
減
額
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　
給
水
装
置
工
事
を
す
る
と

き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ　
給
水
装
置
の
新
設
、改
造
、

撤
去
工
事
を
行
う
際
は
、
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
工

事
を
依
頼
し
、
市
へ
申
し
込
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
以
外
で
施

工
し
た
場
合
は
、
給
水
を
停
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
し
込
み
の
際
に
給

水
装
置
の
所
有
者
変
更
手
続
き

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。所
有
者
変
更
手
続
き
に
は
、

所
有
権
移
転
を
証
明
で
き
る
書

類
な
ど
が
必
要
で
す
。

悪
質
な
訪
問販

売
に
ご
注
意
を
！

　

｢

水
道
課
か
ら
の
依
頼
で
」、

「
市
役
所
か
ら
き
ま
し
た
」
な

ど
と
偽
り
、
水
質
検
査
や
水
道

管
の
点
検
・
清
掃
を
行
い
、
法

外
な
値
段
で
浄
水
器
の
販
売
や

水
道
管
の
取
り
換
え
な
ど
の
工

事
を
し
よ
う
と
す
る
訪
問
販
売

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
要
請
の
な
い
水

道
水
の
検
査
や
浄
水
器
の
販
売

な
ど
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら

蛇
口
ま
で
の
水
道
管
は
、
建
物

の
所
有
者
の
管
理
と
な
り
ま
す
。

水
道
課
が
業
者
に
水
道
管
の
点

検
・
清
掃
を
委
託
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
水

道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

メ
ー
タ
ー
の

検
針
・
交
換
に
ご
協
力
を

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は

き
れ
い
に
し
て
お
き
、
上
に
は

駐
車
し
た
り
、
物
を
置
い
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
飼
い
犬
は
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ

に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
タ
ー
検
針
の
際
に
漏
水

の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
検
針

票
（
水
道
使
用
量
等
の
お
知
ら

せ
）で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

必
ず
検
針
票
の
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法

に
よ
り
８
年
以
内
に
取
り
換
え

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
交

換
は
、
本
庄
市
管
工
事
業
協
同

組
合
が
実
施
し
、
事
前
に
お
知

ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

公共下水道への接続
　公共下水道の使える区域になっているご家庭は
遅滞なく下水道へ接続をしてください。くみ取り
式トイレがある場合には、水洗式に改造し、下水
道への接続をお願いします。
下水道に接続するには
①下水道接続工事は市指定下水道工事店に依頼し

てください。数社から見積もりを出してもらい
検討することをおすすめします（見積もりは有
料の場合もありますのでご注意ください）。

②依頼する工事店が決まりましたら、設計や見積
書等をよく確認し、お互いに納得したうえで契
約をしてください。

③工事を施工して公共下水道へ接続してくださ
い。工事はトイレや台所、浴室などの排水口と、
下水本管を結ぶ取付管までをつなぐものです。

④接続工事が完了しましたら、工事が適正に行わ
れたか確認するため、市職員が検査に伺います。

※工事費用につきましては融資あっせん制度を利

用することができますので、希望する場合は下水
道課へご連絡ください。

農業集落排水処理施設への接続
　農業集落排水処理施設が整備されている地域の
ご家庭は排水処理施設への接続をお願いします。
すでに使用しているご家庭で、次の①〜③に該当
する場合は下水道課への届出が必要となります。
①転入、転出、出生、死亡等により世帯人数が増

減した場合
②使用を停止・再開する場合や、売買等により建

物の所有者が変わる場合
③建物の改築等により宅内配管に変更が生じる場

合
農業集落排水事業受益者分担金
　農業集落排水処理施設への接続を希望し、
新 た に 取 付 マ ス を 設 置 す る 場 合 は、 １ マ ス
４２０，０００円の受益者分担金を納める必要が
あります。接続を希望される際は下水道課へご相
談ください。

下水道課からのお知らせ

水
道
管
の
破
損
に
注
意

　
家
屋
な
ど
を
解
体
し
て
い
る

際
に
水
道
管
を
破
損
し
、
漏
水

し
て
し
ま
う
事
例
が
あ
り
ま

す
。
解
体
工
事
を
す
る
場
合
、

敷
地
内
の
水
道
管
の
有
無
や
配

管
状
況
を
事
前
に
調
査
し
て
く

だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
支
払
い
は
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
申
し
込
み
は
、
お
持
ち
の
預

金
口
座
の
金
融
機
関
窓
口
、
水

道
課
、
水
道
窓
口
（
ア
ス
ピ
ア

こ
だ
ま
内
）で
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
の
際
、
通
帳・届
印・

お
客
様
番
号
の
控
え（
検
針
票・

領
収
書
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
場

合
、
水
道
課
へ
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
、
申
し
込
み
は
が
き
を
郵

送
し
ま
す
。

口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関　
　

　
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
り
そ
な

銀
行
、群
馬
銀
行
、足
利
銀
行
、

武
蔵
野
銀
行
、
東
和
銀
行
、
み

ず
ほ
銀
行
、
し
の
の
め
信
用
金

庫
、
埼
玉
縣
信
用
金
庫
、
埼
玉

信
用
組
合
、
中
央
労
働
金
庫
、

埼
玉
ひ
び
き
の
農
業
協
同
組

合
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）、

ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫
、
佐
波
伊

勢
崎
農
業
協
同
組
合

水道水の水質検査の結果（平成 29 年度）
検査項目 水質の基準 検査結果

本庄地域 児玉地域
大腸菌 検出されないこと 検出されず 検出されず
ナトリウム及びその化合物 200mg/ℓ以下 18mg/ℓ程度 12mg/ℓ程度
カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300mg/ℓ以下 168mg/ℓ程度 70mg/ℓ程度
ｐＨ値 5.8 〜 8.6 7.5 程度 7.0 程度
残留塩素 0.1mg/ℓ以上 0.3mg/ℓ程度 0.3mg/ℓ程度
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/ℓ以下 6.5mg/ℓ程度 2.3mg/ℓ程度

　 ※検査結果の値は、特定の給水栓（本庄地域４か所、児玉地域２か所）で年４回行った検査の平均値です。

★下水道課☎㉕１１４６
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高
齢
者
叙
勲

　
政
府
は
、
４
月
１
日
付
け
で
高
齢

者
叙
勲
の
受
章
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
次
の
各
氏
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
旭
日
双
光
章

▽
瑞
宝
双
光
章

　
元
公
立
小
学
校
長

　
淺
見
　
篤
郎 

氏
（
児
玉
町
児
玉
）

※
ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
お
名
前
の

み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

褒
章

　
５
月
16
日
、
紺
綬
褒
章
が
吉
田
市

長
を
通
じ
て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
紺
綬
褒
章

【
春
の
叙
勲
】

▽
旭
日
小
綬
章

【
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
】

▽
瑞
宝
双
光
章

▽
瑞
宝
単
光
章

▽
瑞
宝
単
光
章

【
春
の
褒
章
】

▽
藍
綬
褒
章

　５月 11日、市長と児玉商工会青年部のみなさんが（公財）
日本サッカー協会を訪問し、2018FIFA ワールドカップロ
シア大会に出場する日本代表チームの必勝を期して、日本
神社の「必勝だるま」を日本サッカー協会に贈呈しました。
　この「必勝だるま」は、なでしこ JAPANが優勝したド
イツワールドカップの際や、東京五輪誘致の際にも贈られ
た縁起物です。日本代表チームの活躍を期待しましょう。

　５月 12 日・13 日の２日間をかけて、本庄市から約 100
キロ先、新宿区の早稲田大学を目指す、第 56回本庄～早稲
田１００キロハイクが開催されました。今年は埼玉ひびき
の農業協同組合本店をスタート地点とし、多くの学生たち
が思い思いの仮装をして歩き出しました。通り沿いの家か
らは、学生たちの列に向かって子どもたちが声援を送る姿
も見られ、道行く人を楽しませてくれました。

川淵三郎相談役を交えて記念撮影。この後、日本代表の
必勝を願い、だるまの目入れを行った

心願成就の祈願旗に囲まれ、住職の法話に耳を傾ける参
加者たち

スタート直後の学生たち。約 100㎞の道のりは厳しく、
たどり着くころには足に大きなマメができるそう

始球式の前に、巨人の川相昌弘２軍監督、西武の潮崎哲
也２軍監督と並んで記念撮影

Hot Space　

岩谷堂まつり
大自然のエネルギーを受けて心願成就

第56回本庄～早稲田 100キロハイク
新宿の大隈講堂目指し過酷な道のりを歩く

イースタンリーグ公式戦
雨にも負けない熱い試合が繰り広げられる

日本神社の「必勝だるま」
サッカー日本代表の勝利を願って

ほっとひと息、ホットな話題　　

春
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・	

春
の
褒
章

　
政
府
は
、
４
月
29
日
付
け
発
令
の
平
成
30
年
春
の
叙
勲
・
第
30
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
春
の
褒
章
の
受
章
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
次
の
各
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

元埼玉県議会議員
竹並 万吉 氏
（小島南）

労働力調査員
増田 美惠子 氏

（けや木）

元埼玉県央
広域事務組合消防監

齊藤 勇 氏
（児玉町下浅見）

元児玉郡市広域市町村
圏組合消防司令
金子 有友 氏

（栄）

元児玉郡市広域市町村
圏組合消防司令長
茂木 芳雄 氏
（傍示堂）

元㈳埼玉県医師会理事

生坂 和一 氏
（本庄）

中西 勝美 氏
（小島南）

農業への熱い情熱で
県知事賞を受賞
　塩原久充さんが、県内農業者が日頃の
研究成果を競う「第 24 回埼玉県農業者
研究大会」に出場し、「ブランドねぎ『本
庄美人』の増産に向けて～目指せ！減収
リスク・ゼロ」と題
した発表で県知事賞
（最優秀賞）を受賞
しました。今後、７
月に栃木県で開催さ
れる関東大会に出場
する予定です。

第36回全関東空手道
競技大会で準優勝
　３月 21 日、駒沢オリンピッ
ク公園総合運動場体育館で第
36 回全関東空手道競技大会
が行われ、田村堕依也さんが
小学生１年男女・形競技で準
優勝となり
ました。こ
れからます
ますの活躍
が期待され
ます。

善意ありがとうございます
　埼玉北部ヤクルト販売㈱様から地
域福祉基金に寄附をいただきました。
この寄附は市内に設置してある８台
の「はにぽん支援自動販売機」売上
金の一部です。有効に活用させてい
ただきます。

★
地
域
福
祉
課

　
☎
㉕
１
１
４
２

　５月５日、児玉町小平の岩谷堂で岩谷堂まつりが開催。
岩谷堂は山岳宗教の聖地でもあり、森林に囲まれた山深い
ところに位置し、洞窟や石仏群もあるなど、厳かな雰囲気
に包まれています。当日は約 90名の参加者が集まり、お経
の読みあげや、祈願旗を奉納し、心願成就を祈願しました。
岩谷堂保存会の方は、「ここは大自然に囲まれたパワース
ポット。エネルギーを十分持ち帰ってほしい」と話しました。

　５月 13 日、市民球場でイースタンリーグ公式戦、埼玉
西武ライオンズ対読売ジャイアンツの試合が行われました。
試合前には、早稲田大学本庄高等学院應援部によるオープ
ニングアトラクション、本庄リトルジャガーズによる両監
督への花束贈呈、本庄エンゼルスによる始球式が行われま
した。雨の中の試合となりましたが、プロ選手たちの熱い
プレーに会場は盛り上がりをみせていました。



くらしの情報 Station

メディアを活用して市をＰＲ
　先般５月６日、午後５時からのＴＢＳバラエティ番
組｢所さん お届けモノです！｣に本庄市が登場しました。
番組制作会社から取材の打診があったのが３月の最終
週でした。県内有名観光地「長瀞」の隣で、観光客が
少なく世間にあまり知られていない、しかし我が町に
もこんなに素晴らしい点がありＰＲしたい、という意
欲ある自治体を探しているとのことでした。
　長瀞町の観光客は年間 270 万人、対して本庄市は
70 万人（埼玉県統計）。確かに数の上では長瀞町にか
ないません。しかし、市内には自分たちの地域を愛し、
名所旧跡やご当地グルメ等々、さまざまな資源を活用
し、その良さを内外に広めていきたいという熱い思い
を持って活動されている方々が数多くおられます。
　市もこの度「観光振興計画」を策定しました。本庄
市の素晴らしさを広くＰＲし、多くの方々がお越しく
ださり、我々の地域の魅力に触れていただき、私たち
自身も外からの視点を取り入れながら自分たちの魅力
にさらに磨きをかけていきたいと思います。そのため

にも、まずは多くの方に本庄市を知っていただくこ
とが大切です。
　そこでこの機会を逃さず、積極的な姿勢で、番組
制作会社からの呼びかけに手を挙げました。
　取材に当たっては、多くの市民のみなさまにご協
力いただき、競進社模範蚕室、日本神社と青いダル
マ、つみっこ、不二ドライブイン、赤城乳業本庄千
本さくら 『５Ｓ』 工場、中山道沿いの蔵（美容室等）、
ナピラ（納豆ピザライス）等々が取り上げられまし
た。残念ながら本庄きゅうりについてなど、カット
されてしまったシーンもかなりあったようですが、
全体として本庄市の魅力を内外に知らしめる内容に
なったと思います。
　テレビの反響は大きく、翌日からさまざまな問い
合わせが寄せられ、本市を訪れる方も増えたようで
す。今後ともメディアを効果的に活用して、本庄市
の価値が注目されるよう努めてまいりますので、市
民のみなさまのご理解とご協力をどうぞよろしくお
願いいたします。　　　　　本庄市長
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本
人
通
知
制
度
を　
　
　
　

　
ご
存
知
で
す
か
？

　
本
人
通
知
制
度
は
、
代
理
人

や
第
三
者
の
請
求
に
よ
り
住
民

票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し

た
と
き
、
本
人
に
そ
の
事
実
を

通
知
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
住
民
票
な
ど
の
不
正
請
求

の
早
期
発
見
や
抑
制
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
通
知
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
登
録
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
住
民
票
が
あ
る

人
又
は
市
内
に
本
籍
が
あ
る

人
登
録
申
請
に
必
要
な
も
の　
　

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
書
類

申
請
窓
口　
市
民
課
（
市
役
所

１
階
）、
市
民
福
祉
課
（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）

※
通
知
の
対
象
と
な
る
の
は
、

代
理
人
が
請
求
し
た
も
の
、
第

三
者
が
請
求
し
た
も
の
で
す
が
、

一
部
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

★
市
民
課
☎
㉕
１
１
１
２　
　

　
市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
３

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
に
つ
い
て

　
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬

を
原
則
５
割
以
上
低
減
す
る
取

組
と
合
わ
せ
て
左
記
の
営
農
活

動
に
取
り
組
む
農
業
者
を
支
援

し
ま
す
。

主
な
支
援
の
内
容

○
緑
肥
の
作
付　
10
ア
ー
ル
あ

た
り
上
限　
８
、０
０
０
円

○
堆
肥
の
施
用　
10
ア
ー
ル
あ

た
り
上
限　
４
、４
０
０
円

○
有
機
農
業　
10
ア
ー
ル
あ
た

り
上
限　
８
、０
０
０
円

今
年
度
か
ら
の
変
更

　
今
年
度
か
ら
国
際
水
準
Ｇ
Ａ

Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と
が
要
件
と

な
り
ま
す
。
ま
ず
は
農
場
の
整

理
整
頓
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し

ょ
う
。

※
指
導
や
研
修
に
基
づ
く
取
組

の
実
践
で
す
。
認
証
取
得
を
求

め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
期
間

　
６
月
29
日
㈮
ま
で

★
農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　           ★広報課㉕１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

新
築
・
増
築
等
家
屋
の
評
価

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
課
税
の
た
め
、新
築・

増
築
等
を
さ
れ
た
家
屋
の
評
価

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、屋
根
、外
壁
、内
壁
、

床
、
天
井
の
資
材
や
使
用
さ
れ

て
い
る
設
備
の
状
況
等
を
確
認

し
、
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

　
今
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た

家
屋
は
来
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
通
知

後
、
日
程
調
整
の
う
え
市
職
員

が
直
接
訪
問
し
ま
す
。
そ
の
際

に
図
面
等
の
借
用
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
課
税
台
帳
か
ら
削
除

し
ま
す
の
で
左
記
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
１

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
生
活
に
不
安
を
抱

え
る
人
や
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
人
（
生
活
保
護
受
給
者
を

除
く
）
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
自
立
に
向

け
た
支
援
内
容
を
一
緒
に
考
え
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
必

要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

★
生
活
自
立
支
援
課

☎
㉕
１
１
５
９

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費

支
給
継
続
申
請
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す

　
小
児
特
定
疾
病
医
療
費
支
給

継
続
申
請
の
受
け
付
け
が
始
ま

り
ま
す
。
対
象
者
は
、
必
要
書

類
（
本
庄
保
健
所
か
ら
郵
送
さ

れ
ま
す
）
を
お
持
ち
の
う
え
、

本
庄
保
健
所
で
継
続
申
請
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
現
在
受
給
者
証
を
お
持

ち
で
、
引
き
続
き
治
療
が
必

要
な
20
歳
未
満
の
方
の
保
護

者
受
付
期
間　
６
月
15
日
㈮
か
ら

７
月
31
日
㈫
ま
で
（
土・日・

休
日
を
除
く
）

申
請
場
所　
本
庄
保
健
所

必
要
書
類　
申
請
書
、
医
療
意

見
書
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、

市
県
民
税
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

高
校
生
の
た
め
の　
　
　
　

合
同
企
業
説
明
会

　

埼
玉
県
北
部
地
域
の
企
業
が
、

来
春
卒
業
の
高
校
生
を
対
象
に

合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　
６
月
15
日
㈮　
午
後
２

時
～
４
時
30
分

会
場　
深
谷
市
深
谷
公
民
館　

（
体
育
館
及
び
大
会
議
室
）

対
象　
平
成
31
年
３
月
卒
業
予

定
の
高
校
３
年
生

参
加
企
業　
埼
玉
県
北
部
地
域

内
（
熊
谷
市
、
深
谷
市
、
本

庄
市
、
美
里
町
、
神
川
町
、

上
里
町
、
寄
居
町
）
に
本
社

又
は
事
業
所
を
有
す
る
企
業

60
社
（
予
定
）

※
予
約
不
要
で
す
。
直
接
会
場

　
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
深
谷
商
工
会
議
所
☎
０
４
８

―
５
７
１
―
２
１
４
５

６
月
20
日
～
７
月
19
日
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及

運
動
実
施
期
間

　
薬
物
乱
用
は
自
分
の
人
生
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
友
人
の
人

生
ま
で
も
狂
わ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
「
ち
ょ
っ
と
な
ら
…
。
」

と
い
っ
た
甘
い
考
え
は
命
取
り

で
す
。
薬
物
乱
用
は
１
回
で
も

｢

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

　
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

薬
物
乱
用
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

薬
物
で
お
困
り
の
人
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

本庄市郷土叢
そうしょ
書第７集

本庄市の地名②児玉地域編を刊行　　

児玉地域を児玉、金屋、秋平、本泉、共
和の５地区に分け、江戸時代の古文書や
明治時代の行政文書などを参考に、各地
区の旧大字ごとに小字の名称、範囲、地
名の由来などについて詳しく解説してい
ます。地名という最も身近な歴史を考え
る資料としてお役立てください。

　　  　　★文化財保護課☎㉕１１８６
※内容は市ホームページでも公開しています。

▶販売場所　
文化財保護課（市役所
４階）、歴史民俗資料館、
塙保己一記念館、旧本
庄商業銀行煉瓦倉庫
▶価格　５００円
※ 500 部限定です。

〈
広
告
〉

くらしの情報 Station
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〈
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〈
広
告
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〈
広
告
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〈
広
告
〉★	 あきらめていませんか？  

 障害年金を！！  
	

病気やケガのために日常生活や仕事に支障

のある方でお心当たりのある方、障害者手

帳をお持ちの方、ぜひ一度ご相談下さい。 
 

 

障害年金の専門家  社会保険労務士（初回相談は無料です） 

連絡先    本庄市西五十子２１６－９   倉田和子                  

ＴＥＬ    ０８０-１２４２－７６９６ 

URL:http://sr-kurata.com/Message.html 

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★広報課☎�１１５５

お
知
ら
せ

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

市
民
税
・
県
民
税
申
告

　
平
成
30
年
度
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
期
限
は
３
月
15
日
で

し
た
。
申
告
が
必
要
な
人
で
ま

だ
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
速

や
か
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
的
年
金
の
収
入
が

４
０
０
万
円
以
下
の
人
で
確
定

申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
、
公

的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
場

合
や
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ

て
い
る
控
除
以
外
に
各
種
控
除

を
追
加
す
る
場
合
は
市
民
税
・

県
民
税
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
内
容
の
確
認
・
訂
正

　
市
で
は
、
税
務
署
で
申
告
を

し
た
人
の
申
告
書
の
内
容
が
次

に
該
当
す
る
場
合
、
必
要
に
応

じ
て
訂
正
し
て
い
ま
す
。

・
受
け
ら
れ
な
い
控
除
を
受
け

　
て
い
る

・
申
告
書
の
計
算
が
誤
っ
て
い
る

・
申
告
書
の
記
載
に
不
備
が
あ
る

・
申
告
し
た
給
与
や
年
金
の
金

　
額
と
、
市
に
届
い
て
い
る
給

　
与
支
払
報
告
書
や
公
的
年
金

　
等
支
払
報
告
書
の
金
額
が
異

　
な
る

※
内
容
確
認
の
た
め
、
お
問
い

合
わ
せ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
３

本
庄
市
総
合
振
興
計
画
・
本

庄
市
勢
要
覧
を
販
売
し
ま
す

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
指
針

と
な
る
「
本
庄
市
総
合
振
興
計

画
」
と
、
本
庄
市
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
本
庄
市
勢
要
覧
」
を

販
売
し
ま
す
。

《
本
庄
市
総
合
振
興
計
画
》

販
売
場
所

　
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）

　
総
務
課(

ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内)

価
格
　
３
、
０
０
０
円

《
本
庄
市
勢
要
覧
》　

販
売
場
所

　
広
報
課
（
市
役
所
３
階
）
　

　
総
務
課(

ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内)

価
格
　
３
０
０
円

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

★
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

「
第
３
次
本
庄
市
生
涯
学
習

推
進
計
画
（
仮
）」
の
策
定

に
向
け
た
「
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

　
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

己
を
高
め
な
が
ら
、
幸
せ
で
豊

か
に
暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現
を

目
指
し
、
生
涯
学
習
推
進
計
画

に
基
づ
き
総
合
的
・
計
画
的
に

生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
「
第
２
次
本
庄
市
生

涯
学
習
推
進
計
画
」
が
平
成
30

年
度
に
計
画
期
間
が
終
了
す
る

た
め
、
新
た
に
「
第
３
次
本
庄

市
生
涯
学
習
推
進
計
画
（
仮
）」

の
策
定
に
向
け
た
「
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
４
月
下
旬
に
無
作
為
抽
出
に

よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
が
届

き
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
�
３
２
４
８

「
本
庄
市
浄
化
槽
設
置
補
助

金
」
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽

又
は
汲
み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理

浄
化
槽
に
入
れ
替
え
る
場
合
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
も
の
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
補
助
金
申
請
前
に
工
事

を
開
始
し
て
し
ま
う
と
補
助
対

象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
工
事

を
行
う
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
家
屋
の
新
築
な
ど
に

伴
う
浄
化
槽
の
設
置
は
補
助
対

象
外
で
す
。

受
付
開
始
日
　
５
月
１
日
㈫

　（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

※
５
月
18
日
㈮
ま
で
は
抽
選
受

付
期
間
で
す
。
抽
選
受
付
で
予

定
基
数
に
満
た
な
い
場
合
、
予

定
基
数
終
了
ま
で
先
着
順
で
受

付
け
ま
す
。

抽
選
日
　
６
月
中
旬
（
予
定
）

補
助
対
象
外
地
域

・
公
共
下
水
道
事
業
対
象
区
域

　
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
対

　
象
区
域

・
１
基
の
浄
化
槽
を
用
い
て
集

　
合
処
理
し
て
い
る
区
域

補
助
対
象
要
件

　
専
用
住
宅
（
住
宅
部
分
の
面

積
が
２
分
の
１
以
上
の
併
用
住

宅
を
含
む
。
販
売
・
賃
貸
目
的

の
も
の
は
除
く
）
に
設
置
さ
れ

る
10
人
槽
以
下
の
も
の

補
助
対
象
費
用

　
浄
化
槽
設
置
工
事
費
用

※
撤
去
な
ど
に
要
す
る
費
用
も

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
工
事

　
平
成
30
年
度
中
に
着
工
し
、

平
成
31
年
３
月
８
日
㈮
ま
で
に

実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
も
の

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
３

市長コラム
しんげの一言メッセージ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

お二人の大切な記念に
「オリジナル婚姻届」と「婚
姻記念証」をお渡しします
　市では、ご結婚されるお二人の幸せを願い祝福する
とともに、本庄市に親しみをもっていただけるよう
「はにぽん」と「桜」をあしらったかわいいデザイン
の「オリジナル婚姻届」と、お手元に残る「婚姻記念
証」を作成しました。婚姻手続や届書の書き方案内等
を掲載した婚姻手続き早分かりブックと一緒にお渡し
します。
　｢婚姻記念証」にお互いのメッセージや写真を添付
し、下記の配布場所の窓口にお持ちいただければ、は
にぽんスタンプの祝福メッセージをお贈りします。

配布場所　市民課（市役所１階）、市民福祉課
　（アスピアこだま内）
★市民課☎�１１１２

オリジナル婚姻届

婚姻記念証

磨く
　私は毎年一月の仕事始め式において、その一年間
職員と共に心掛けたいと思う言葉を発表しておりま
す。今年は「磨く」を掲げました。新年度のスター
トに当たり、市民の皆さまにもこの言葉に込めた私
の思いの一端をご紹介させていただきます。
　今年は明治元年から丸１５０年です。明治という
時代は身分が制度上廃止され、国民が努力次第で自
らの人生を切り開くことが可能になった、いわば「志」
の時代として後世に認識されているといえます。本
市ゆかりの偉人で明治期に活躍した人々も大勢いま
す。
　年初めの仕事始め式においてはそんな時代を振り
返りつつ、改めて私たち一人ひとりが自らの仕事に
向き合う志を思い起こし、その志を「磨いて」行こ
うと呼びかけた次第です。
　「志」自体は見えませんが、志を磨いているか否か
はその人の姿勢に現れます。転じてこの「磨く」と
いう言葉は、さまざまな物事について向上心を持っ
て取り組んでいるさまを表す言葉として使われてい
ます。
　仕事を磨く、品質を磨く、腕を磨く、スタイルを

磨く、廊下を磨く、街を磨く、人を磨く…。どんな
素材が良くとも、それを磨かなければ光は出ません。
　昨年度末に本庄市では初となる「観光振興計画」
を策定しました。そのキャッチコピーは「見つけよう、
感動。伝えよう、魅力。～みんなで織りなす本庄絵
巻～」です。内外の多くの方々が本庄市に魅力を感
じて訪れていただく観光振興も、私たち自身が自分
たちの地域を、地域の宝を磨くことで初めて実現で
きると思います。
　また新年度からは「立地適正化計画」に基づき、
本庄駅周辺と児玉駅周辺の一定の区域における三戸
以上分譲する宅地開発に対して、その公共施設（道
路など）に相当する分に市が助成を行い、あわせて
狭い道路の拡幅についても、後退するお宅に対し市
の助成の内容を充実させることになりました。これ
も近年衰退の激しいまちなかの再生に磨きをかけて
いくことに他なりません。皆さまのご理解とご協力
をいただきたくお願いいたします。
　新年度で「磨く」と言えば「ピッカピカの一年生」
だと思います。志を持って、その志を磨いて、新社
会人も新入学生も頑張っていただきたいですね。

　　　               　　　　　本庄市長 

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉
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 障害年金を！！  
	

病気やケガのために日常生活や仕事に支障

のある方でお心当たりのある方、障害者手

帳をお持ちの方、ぜひ一度ご相談下さい。 
 

 

障害年金の専門家  社会保険労務士（初回相談は無料です） 

連絡先    本庄市西五十子２１６－９   倉田和子                  

ＴＥＬ    ０８０-１２４２－７６９６ 

URL:http://sr-kurata.com/Message.html 
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お
知
ら
せ

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

市
民
税
・
県
民
税
申
告

　
平
成
30
年
度
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
期
限
は
３
月
15
日
で

し
た
。
申
告
が
必
要
な
人
で
ま

だ
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
速

や
か
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
的
年
金
の
収
入
が

４
０
０
万
円
以
下
の
人
で
確
定

申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
、
公

的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
場

合
や
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ

て
い
る
控
除
以
外
に
各
種
控
除

を
追
加
す
る
場
合
は
市
民
税
・

県
民
税
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
内
容
の
確
認
・
訂
正

　
市
で
は
、
税
務
署
で
申
告
を

し
た
人
の
申
告
書
の
内
容
が
次

に
該
当
す
る
場
合
、
必
要
に
応

じ
て
訂
正
し
て
い
ま
す
。

・
受
け
ら
れ
な
い
控
除
を
受
け

　
て
い
る

・
申
告
書
の
計
算
が
誤
っ
て
い
る

・
申
告
書
の
記
載
に
不
備
が
あ
る

・
申
告
し
た
給
与
や
年
金
の
金

　
額
と
、
市
に
届
い
て
い
る
給

　
与
支
払
報
告
書
や
公
的
年
金

　
等
支
払
報
告
書
の
金
額
が
異

　
な
る

※
内
容
確
認
の
た
め
、
お
問
い

合
わ
せ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
３

本
庄
市
総
合
振
興
計
画
・
本

庄
市
勢
要
覧
を
販
売
し
ま
す

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
指
針

と
な
る
「
本
庄
市
総
合
振
興
計

画
」
と
、
本
庄
市
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
本
庄
市
勢
要
覧
」
を

販
売
し
ま
す
。

《
本
庄
市
総
合
振
興
計
画
》

販
売
場
所

　
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）

　
総
務
課(

ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内)

価
格
　
３
、
０
０
０
円

《
本
庄
市
勢
要
覧
》　

販
売
場
所

　
広
報
課
（
市
役
所
３
階
）
　

　
総
務
課(

ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内)

価
格
　
３
０
０
円

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

★
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

「
第
３
次
本
庄
市
生
涯
学
習

推
進
計
画
（
仮
）」
の
策
定

に
向
け
た
「
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

　
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

己
を
高
め
な
が
ら
、
幸
せ
で
豊

か
に
暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現
を

目
指
し
、
生
涯
学
習
推
進
計
画

に
基
づ
き
総
合
的
・
計
画
的
に

生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
「
第
２
次
本
庄
市
生

涯
学
習
推
進
計
画
」
が
平
成
30

年
度
に
計
画
期
間
が
終
了
す
る

た
め
、
新
た
に
「
第
３
次
本
庄

市
生
涯
学
習
推
進
計
画
（
仮
）」

の
策
定
に
向
け
た
「
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
４
月
下
旬
に
無
作
為
抽
出
に

よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
が
届

き
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
�
３
２
４
８

「
本
庄
市
浄
化
槽
設
置
補
助

金
」
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽

又
は
汲
み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理

浄
化
槽
に
入
れ
替
え
る
場
合
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
も
の
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
補
助
金
申
請
前
に
工
事

を
開
始
し
て
し
ま
う
と
補
助
対

象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
工
事

を
行
う
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
家
屋
の
新
築
な
ど
に

伴
う
浄
化
槽
の
設
置
は
補
助
対

象
外
で
す
。

受
付
開
始
日
　
５
月
１
日
㈫

　（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

※
５
月
18
日
㈮
ま
で
は
抽
選
受

付
期
間
で
す
。
抽
選
受
付
で
予

定
基
数
に
満
た
な
い
場
合
、
予

定
基
数
終
了
ま
で
先
着
順
で
受

付
け
ま
す
。

抽
選
日
　
６
月
中
旬
（
予
定
）

補
助
対
象
外
地
域

・
公
共
下
水
道
事
業
対
象
区
域

　
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
対

　
象
区
域

・
１
基
の
浄
化
槽
を
用
い
て
集

　
合
処
理
し
て
い
る
区
域

補
助
対
象
要
件

　
専
用
住
宅
（
住
宅
部
分
の
面

積
が
２
分
の
１
以
上
の
併
用
住

宅
を
含
む
。
販
売
・
賃
貸
目
的

の
も
の
は
除
く
）
に
設
置
さ
れ

る
10
人
槽
以
下
の
も
の

補
助
対
象
費
用

　
浄
化
槽
設
置
工
事
費
用

※
撤
去
な
ど
に
要
す
る
費
用
も

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
工
事

　
平
成
30
年
度
中
に
着
工
し
、

平
成
31
年
３
月
８
日
㈮
ま
で
に

実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
も
の

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
３

市長コラム
しんげの一言メッセージ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

お二人の大切な記念に
「オリジナル婚姻届」と「婚
姻記念証」をお渡しします
　市では、ご結婚されるお二人の幸せを願い祝福する
とともに、本庄市に親しみをもっていただけるよう
「はにぽん」と「桜」をあしらったかわいいデザイン
の「オリジナル婚姻届」と、お手元に残る「婚姻記念
証」を作成しました。婚姻手続や届書の書き方案内等
を掲載した婚姻手続き早分かりブックと一緒にお渡し
します。
　｢婚姻記念証」にお互いのメッセージや写真を添付
し、下記の配布場所の窓口にお持ちいただければ、は
にぽんスタンプの祝福メッセージをお贈りします。

配布場所　市民課（市役所１階）、市民福祉課
　（アスピアこだま内）
★市民課☎�１１１２

オリジナル婚姻届

婚姻記念証

磨く
　私は毎年一月の仕事始め式において、その一年間
職員と共に心掛けたいと思う言葉を発表しておりま
す。今年は「磨く」を掲げました。新年度のスター
トに当たり、市民の皆さまにもこの言葉に込めた私
の思いの一端をご紹介させていただきます。
　今年は明治元年から丸１５０年です。明治という
時代は身分が制度上廃止され、国民が努力次第で自
らの人生を切り開くことが可能になった、いわば「志」
の時代として後世に認識されているといえます。本
市ゆかりの偉人で明治期に活躍した人々も大勢いま
す。
　年初めの仕事始め式においてはそんな時代を振り
返りつつ、改めて私たち一人ひとりが自らの仕事に
向き合う志を思い起こし、その志を「磨いて」行こ
うと呼びかけた次第です。
　「志」自体は見えませんが、志を磨いているか否か
はその人の姿勢に現れます。転じてこの「磨く」と
いう言葉は、さまざまな物事について向上心を持っ
て取り組んでいるさまを表す言葉として使われてい
ます。
　仕事を磨く、品質を磨く、腕を磨く、スタイルを

磨く、廊下を磨く、街を磨く、人を磨く…。どんな
素材が良くとも、それを磨かなければ光は出ません。
　昨年度末に本庄市では初となる「観光振興計画」
を策定しました。そのキャッチコピーは「見つけよう、
感動。伝えよう、魅力。～みんなで織りなす本庄絵
巻～」です。内外の多くの方々が本庄市に魅力を感
じて訪れていただく観光振興も、私たち自身が自分
たちの地域を、地域の宝を磨くことで初めて実現で
きると思います。
　また新年度からは「立地適正化計画」に基づき、
本庄駅周辺と児玉駅周辺の一定の区域における三戸
以上分譲する宅地開発に対して、その公共施設（道
路など）に相当する分に市が助成を行い、あわせて
狭い道路の拡幅についても、後退するお宅に対し市
の助成の内容を充実させることになりました。これ
も近年衰退の激しいまちなかの再生に磨きをかけて
いくことに他なりません。皆さまのご理解とご協力
をいただきたくお願いいたします。
　新年度で「磨く」と言えば「ピッカピカの一年生」
だと思います。志を持って、その志を磨いて、新社
会人も新入学生も頑張っていただきたいですね。

　　　               　　　　　本庄市長 
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税
務
職
員
募
集

受
験
資
格

①
平
成
30
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
及
び
平
成
31

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込

み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

第
１
次
試
験
日　
９
月
２
日
㈰

試
験
の
程
度　
高
校
卒
業
程
度

申
込　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し

込
み　
（http://w

w
w

.jinji-
shiken.go.jp/juken.htm

l

）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

が
で
き
な
い
場
合
は
、
郵
送
又

は
持
参
で
申
し
込
み
。
詳
し
く

は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
　
　

申
込
期
間　
６
月
18
日
㈪
午
前

９
時
～
27
日
㈬
（
受
信
有
効
）

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
人
事
院
人
材
局

試
験
課
☎
０
３
―
３
５
８
１

―
５
３
１
１

★
前
記
以
外
に
つ
い
て
は
関
東

信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係
☎
０
４
８
―
６
０
０
―

３
１
１
１

ご
存
知
で
す
か
？　
　
　
　

無
期
転
換
ル
ー
ル

　

平
成
25
年
の
改
正
労
働
契
約

法
の
施
行
に
よ
り
、
有
期
労
働

契
約
が
繰
り
返
し
更
新
さ
れ
て

通
算
５
年
（
平
成
25
年
４
月
１

日
以
降
に
開
始
し
た
有
期
労
働

契
約
が
対
象
）
を
超
え
た
と
き

は
、
労
働
者
の
申
し
込
み
に
よ

り
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契

約
（
正
規
職
員
）
に
転
換
で
き

る
ル
ー
ル（
無
期
転
換
ル
ー
ル
）

が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ル
ー
ル
は
、
有
期
労
働

契
約
の
濫
用
的
利
用
を
抑
制
し
、

労
働
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
関
す
る

ご
相
談
は
左
記
へ
（
平
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）。

○
埼
玉
県
労
働
局
無
期
転
換

ル
ー
ル
特
別
相
談
窓
口　

☎
０
４
８
―
６
０
０
―

６
２
１
０

○
厚
生
労
働
省
無
期
転
換
ル
ー

　
ル
緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０

　
５
７
０
―
０
６
９
２
７
６

★
埼
玉
県
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
☎
０
４
８
―
６
０
０

―
６
２
１
０

自
衛
官
等
募
集

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
間　
7
月
17
日
㈫
ま
で

受
験
資
格　
日
本
国
籍
を
有
す

る
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

試
験
日　
7
月
21
日
㈯
・
22
日

㈰
・
23
日
㈪
の
う
ち
指
定
す

る
1
日

事
務
所
説
明
会

日
時　
6
月
10
日
㈰　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３

時
場
所　
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
（
熊
谷
市
筑

波
３
―
90
―
１
国
際
ビ
ル
2

階
）

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

熊
谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８

―
５
２
２
―
４
８
５
５

７
月
か
ら
11
月
は
働
き
方
改

革
推
進
期
間
で
す

　
埼
玉
県
で
は
、
7
月
か
ら
11

月
ま
で
を
「
働
き
方
改
革
推
進

期
間
」
と
し
ま
す
。

　
期
間
中
、
毎
月
第
3
水
曜
日

を「
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

と
し
、
定
時
退
社
を
呼
び
掛
け

ま
す
。
ま
た
、
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
を
呼
び
掛
け
、
特

に
10
月
は
前
年
よ
り
1
日
以
上

多
い
休
暇
の
取
得
を
呼
び
掛
け

ま
す
。

★
埼
玉
県
産
業
労
働
部
雇
用
労

働
課
☎
０
４
８
―
８
３
０

―
４
５
１
６

世
界
禁
煙
デ
ー
と
禁
煙
週
間
を

ご
存
知
で
す
か
？

世
界
禁
煙
デ
ー　
５
月
31
日
㈭

禁
煙
週
間　
5
月
31
日
㈭
～
6

月
6
日
㈬

　
今
年
度
の
禁
煙
週
間
の
テ
ー

マ
は
、
「
２
０
２
０
年
、
受
動

喫
煙
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

～
た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど
も
達

を
ま
も
ろ
う
～
」
で
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
本
人

よ
り
も
、
そ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
周
り
の
人
の
方
が
、
濃

度
の
高
い
有
害
物
質
を
吸
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
も
、
自
分
の
た
ば
こ
の
煙
の

せ
い
で
誰
か
が
病
気
に
な
っ
て

し
ま
う
と
し
た
ら
・
・
・
。

　
こ
の
機
会
に
受
動
喫
煙
に
よ

る
健
康
へ
の
悪
影
響
を
理
解
し

て
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
周
囲

の
人
も
守
る
こ
と
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
２
０
０
３

文
学
創
作
講
座

　
詩
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、

詩
を
作
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
程　
６
月
27
日
㈬
、
７
月
25

日
㈬
、
８
月
22
日
㈬
、
９
月

19
日
㈬
、
10
月
24
日
㈬
、
11

月
21
日
㈬
、
12
月
19
日
㈬
、

１
月
23
日
㈬
、
２
月
20
日

㈬
、
３
月
20
日
㈬　
全
10
回

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

会
場　
図
書
館
本
館
２
階
会
議

室
講
師　
北
畑　
光
男　
先
生

対
象　
継
続
し
て
参
加
で
き
る

方
内
容　
郷
土
の
詩
人
に
つ
い
て

～
詩
の
喜
び
～　
　
　

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
６
月
８
日
㈮
か
ら
月
曜

日
を
除
く
午
前
９
時
30
分
～

午
後
６
時
に
電
話
又
は
直
接

左
記
へ

★
図
書
館
本
館

　
☎
㉔
３
７
４
６

本
庄
准
看
護
学
校　
　
　
　

学
校
説
明
会

日
時　
第
１
回　
７
月
７
日
㈯

第
２
回　
８
月
４
日
㈯　
両

日
と
も
午
前
10
時
～
11
時

申
込　
前
日
午
後
４
時
ま
で
に

電
話
で
左
記
へ

※
病
院
で
働
い
て
い
な
い
方
も

入
学
で
き
ま
す
。

※
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
制

度
指
定
校（
要
件
適
用
の
場
合
、

授
業
料
の
一
定
割
合
を
支
給
）。

★
本
庄
准
看
護
学
校

☎
㉓
１
０
４
１

「
新
任
管
理
監
督
者
研
修
」

～
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
解
、
部

下
の
指
導
・
育
成
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
コ
ー
チ
ン
グ
～

　
地
域
産
業
基
盤
を
強
化
し
、

次
世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
管
理
者
に
な
ら
れ

た
方
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
３
日
㈫
・
４
日
㈬

全
２
回　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
45
分

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

内
容　
新
任
管
理
者
と
し
て
必

要
な
「
知
識
・
役
割
、
必
要

と
さ
れ
る
能
力
」
な
ど
を
グ

ル
ー
プ
討
議
や
演
習
を
交
え

て
習
得

定
員　
30
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　
１
４
、
０
０
０
円  

(

テ
キ
ス
ト
代
含
む
。
昼
食

弁
当
付
）

申
込　
６
月
25
日
㈪
ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
）を
記
入
の
う
え
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
話
で
左

記
へ

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国

際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔

７
４
５
５
・
蕭
㉔
７
４
６
５

本
庄
総
合
公
園　
　
　
　
　

梅
の
実
収
穫
祭

日
時　
６
月
９
日
㈯　
午
前
９

時
～
11
時
（
雨
天
決
行
）

会
場　
本
庄
総
合
公
園
梅
の
園

集
合
場
所　
本
庄
総
合
公
園
内

芝
生
広
場

※
参
加
人
数
に
よ
り
早
期
終
了

や
収
穫
量
制
限
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
袋
は

会
場
で
用
意
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
不
要
で
、
ど
な
た

で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

★
清
香
園
・
東
京
ド
ー
ム
ス
ポ

ー
ツ
共
同
体
代
表
者
㈱
清
香

園
☎
㉒
３
４
１
４

橋本  聖子 先生

講演会
オリンピック・パラリンピック
東京大会のもたらすもの
～スポーツを通じた

人材育成と健康街づくり～

児玉地区保護司会及び児玉地区更生保護女性会
の「社会を明るくする運動」の取組みの一環と
して参議院議員であり冬季オリンピックメダリ
ストである橋本聖子先生の講演会を開催します。

日時　７月18日㈬　午後１時30分開場・２時開演
会場　埼玉グランドホテル本庄　定員　390名
※申込、参加費は不要です。直接会場へお越し
ください。なお、駐車場には限りがあります。
★児玉地区保護司会事務局☎�５１３２

催

し

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉
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舗
装
道
路
に
穴
等
が
あ
い
て

い
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
舗
装
道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
る

・
舗
装
面
に
段
差
が
あ
る

・
側
溝
の
蓋
が
割
れ
て
い
る

・
側
溝
の
蓋
が
ガ
タ
ガ
タ
す
る

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
壊
れ
て
い
る

・
夜
な
の
に
道
路
照
明
灯
が
点

　
灯
し
て
い
な
い
　
等

★
道
路
整
備
課
☎
�
１
１
３
４

「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
に
向
け
た

補
助
金
の
お
知
ら
せ

【
設
置
後
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
５
月
１
日
㈫

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ 

　
ム
設
置
補
助
金

　
一
戸
建
て
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人
を

対
象
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
　
余
剰
売
電
で
あ
る
こ
と

【
着
工
前
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
４
月
２
日
㈪

○
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

　
ム
設
置
補
助
金

　
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
　
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
太
陽
熱
利

　
用
シ
ス
テ
ム
・
地
中
熱
利
用

　
シ
ス
テ
ム

○
住
宅
省
エ
ネ
改
修
補
助
金

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
屋
根
の
高
遮
熱
塗
装
工

　
事
・
断
熱
材
設
置
工
事
・
断

　
熱
ガ
ラ
ス
等
設
置
工
事
・
遮

　
熱
フ
ィ
ル
ム
貼
付
工
事

○
事
業
所
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

　
テ
ム
導
入
事
業
補
助
金

　
事
業
者
向
け
の
創
エ
ネ
・
省

　
エ
ネ
設
備
の
補
助
金
で
す
。

※
申
請
枠
が
終
了
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

※
対
象
の
工
事
を
お
考
え
の
方

は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
２
４
９

「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
補
助

金
」
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、「
中
心
市
街
地
等

整
備
事
業
補
助
金
」
の
対
象
区

域
を
今
年
度
か
ら
拡
大
し
、
本

庄
駅
周
辺
地
区
又
は
児
玉
駅
周

辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
効
果

が
あ
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
新
た
に
「
ま
ち
な
か
再

生
事
業
補
助
金
」
の
交
付
を
開

始
し
ま
す
。

補
助
対
象（
全
て
満
た
す
こ
と
）

①
事
業
の
効
果
が
本
庄
駅
周
辺

　
地
区
又
は
児
玉
駅
周
辺
地
区

　
に
波
及
す
る
と
認
め
ら
れ
る

　
こ
と

②
規
約
を
有
し
、
予
算
と
事
業

　
計
画
を
も
と
に
継
続
し
て
活

　
動
し
て
い
る
こ
と

③
事
業
の
効
果
が
特
定
の
個
人

　
又
は
団
体
に
帰
属
し
な
い
こ
と

補
助
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

　
１
（
20
万
円
を
上
限
、
初
め

　
て
交
付
を
受
け
る
場
合
は
10

　
万
円
を
上
限
）

＊
そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま

　
す
の
で
左
記
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
８

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

期
間
　
４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

・
４
月
６
日
『
歩
行
者
保
護
の

　
日
』

・
４
月
10
日
『
交
通
事
故
死
ゼ

　
ロ
を
目
指
す
日
』

・
４
月
13
日
『
飲
酒
運
転
根
絶

　
の
日
』

本
庄
市
重
点
目
標

　
横
断
歩
道
前
で
の
確
実
な
一

時
停
止
と
歩
行
者
へ
の
思
い
や

り
運
転
の
推
進

埼
玉
県
重
点
目
標

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中

の
交
通
事
故
防
止

◆
今
年
県
内
で
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
３
月
14
日
現
在
、
既
に
45

名(

昨
年
比
＋
９
名)

の
方
が

交
通
事
故
で
亡
く
な
り
、
３
月

中
に
は
「
交
通
死
亡
事
故
多
発

非
常
事
態
宣
言
」
も
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、

「
高
齢
被
害
者
」、「
ハ
ン
ド
ル・

ブ
レ
ー
キ
操
作
ミ
ス
、
前
方
不

注
視
、
信
号
無
視
」、「
多
発
時

間
午
前
４
時
～
６
時
、
午
後
４

時
～
６
時
」
で
す
。
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

★
総
務
課
☎
�
１
３
３
２

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

日
時
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
　
５
月
12

　
日
㈯
・
６
月
16
日
㈯
・
７
月

　
14
日
㈯
・
８
月
18
日
㈯
　
午

　
前
９
時
～

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
　
９
月
15

　
日
㈯
　
午
前
９
時
～

※
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
及
び
上
級

救
命
講
習
は
団
体（
15
名
以
上
）

で
の
申
込
に
よ
り
随
時
実
施
。

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
に
つ

い
て
も
、
団
体
で
の
申
込
に
よ

り
随
時
実
施
が
可
能
で
す
。

会
場
　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

内
容
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

・
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　
用
法
を
含
む
）

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
気
道
異
物
除
去
法

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容

・
座
学
・
実
技
の
効
果
測
定

○
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

・
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対

　
す
る
応
急
手
当

○
上
級
救
命
講
習

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
～
Ⅲ
の
内
容

・
傷
病
者
管
理
法
等

対
象
　
中
学
生
以
上
の
本
庄
市

　
及
び
児
玉
郡
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者

定
員
　
各
回
30
名
（
先
着
順
）

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
の
み
。

申
込
　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ

　
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
受
講

　
申
請
書
を
左
記
へ
。
定
員
に

　
な
り
次
第
締
切
（
７
名
未
満

　
の
場
合
、
実
施
を
見
送
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
）

※
団
体
申
込
は
実
施
希
望
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
事
前
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
受
講
申
請
書
は
、
中
央
消
防

署
で
配
付
、
又
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kodam
akouiki.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
中

　
央
消
防
署
救
急
係
☎
�
８
３

　
９
５

埼
玉
県
警
察
官
採
用
試
験

応
募
締
切
　
４
月
20
日
㈮

応
募
資
格
　
18
歳
か
ら
29
歳
ま

　
で
の
方(

高
等
学
校
卒
業
見
込

　
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

第
１
次
試
験
　
５
月
13
日
㈰

申
込
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

　
む
か
、
申
込
書
を
採
用
セ
ン

　
タ
ー
へ
郵
送
又
は
警
察
署
へ

　
持
参

※
詳
細
は
、
本
庄
・
児
玉
警
察

署
や
交
番
・
駐
在
所
で
配
布
し

て
い
る
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
本
庄
警
察
署
警
務
課

☎
�
０
１
１
０

★
児
玉
警
察
署
警
務
係

☎
�
０
１
１
０

埼
玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集

　
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

県
政
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

お
聴
き
し
、
皆
さ
ん
の
声
を
県

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
「
埼

玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
り
、
一
定
の
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
っ
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。

対
象
　
満
16
歳
以
上
で
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
閲
覧
や
メ
ー
ル
の
利
用
が
日

　
本
語
で
で
き
る
方
（
議
員
、

　
首
長
、
常
勤
の
埼
玉
県
職
員

　
は
除
く
）

申
込
　
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（h
ttp
://w

w
w
.p
ref.

　saitam
a.lg.jp/a0301/

　supporter/)

又
は
「
県
政

　
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
検
索

★
埼
玉
県
広
聴
広
報
課
☎
０
４

　
８
―
８
３
０
―
２
８
５
０

雑誌スポンサーを募集
　図書館では、民間企業等との協働の一環として、「雑誌スポンサー制度」を導入
します。この制度は、雑誌を寄贈して頂く代わりに、その雑誌の最新号のカバーに
スポンサー名等を掲載することができる制度です。社会貢献活動の一環として、情
報発信にぜひご利用ください。
募集期間　随時
応募資格　企業、商店、団体等（個人
　は対象となりません）
広告方法　提供雑誌の最新号閲覧用
　カバーの表面に、縦４㎝×横 13㎝
　以内の白色用紙に、黒色の文字で
　スポンサー名を表示します。裏面は、
　閲覧用カバーに収まるサイズで、ス
　ポンサーが作成した片面印刷のス
　ポンサー名等を表示します
※詳しくはホームページ（http://
www.lib.honjo.saitama.jp/) をご覧
ください。

申込　申込用紙に必要事項を記入
　の上、下記へ
※申込用紙は図書館本館で配布又
は図書館ホームページよりダウン
ロードできます。
★図書館☎�３7４６
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★広報課☎�１１５５

舗
装
道
路
に
穴
等
が
あ
い
て

い
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
舗
装
道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
る

・
舗
装
面
に
段
差
が
あ
る

・
側
溝
の
蓋
が
割
れ
て
い
る

・
側
溝
の
蓋
が
ガ
タ
ガ
タ
す
る

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
壊
れ
て
い
る

・
夜
な
の
に
道
路
照
明
灯
が
点

　
灯
し
て
い
な
い
　
等

★
道
路
整
備
課
☎
�
１
１
３
４

「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
に
向
け
た

補
助
金
の
お
知
ら
せ

【
設
置
後
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
５
月
１
日
㈫

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ 

　
ム
設
置
補
助
金

　
一
戸
建
て
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人
を

対
象
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
　
余
剰
売
電
で
あ
る
こ
と

【
着
工
前
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
４
月
２
日
㈪

○
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

　
ム
設
置
補
助
金

　
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
　
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
太
陽
熱
利

　
用
シ
ス
テ
ム
・
地
中
熱
利
用

　
シ
ス
テ
ム

○
住
宅
省
エ
ネ
改
修
補
助
金

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
屋
根
の
高
遮
熱
塗
装
工

　
事
・
断
熱
材
設
置
工
事
・
断

　
熱
ガ
ラ
ス
等
設
置
工
事
・
遮

　
熱
フ
ィ
ル
ム
貼
付
工
事

○
事
業
所
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

　
テ
ム
導
入
事
業
補
助
金

　
事
業
者
向
け
の
創
エ
ネ
・
省

　
エ
ネ
設
備
の
補
助
金
で
す
。

※
申
請
枠
が
終
了
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

※
対
象
の
工
事
を
お
考
え
の
方

は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
２
４
９

「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
補
助

金
」
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、「
中
心
市
街
地
等

整
備
事
業
補
助
金
」
の
対
象
区

域
を
今
年
度
か
ら
拡
大
し
、
本

庄
駅
周
辺
地
区
又
は
児
玉
駅
周

辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
効
果

が
あ
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
新
た
に
「
ま
ち
な
か
再

生
事
業
補
助
金
」
の
交
付
を
開

始
し
ま
す
。

補
助
対
象（
全
て
満
た
す
こ
と
）

①
事
業
の
効
果
が
本
庄
駅
周
辺

　
地
区
又
は
児
玉
駅
周
辺
地
区

　
に
波
及
す
る
と
認
め
ら
れ
る

　
こ
と

②
規
約
を
有
し
、
予
算
と
事
業

　
計
画
を
も
と
に
継
続
し
て
活

　
動
し
て
い
る
こ
と

③
事
業
の
効
果
が
特
定
の
個
人

　
又
は
団
体
に
帰
属
し
な
い
こ
と

補
助
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

　
１
（
20
万
円
を
上
限
、
初
め

　
て
交
付
を
受
け
る
場
合
は
10

　
万
円
を
上
限
）

＊
そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま

　
す
の
で
左
記
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
８

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

期
間
　
４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

・
４
月
６
日
『
歩
行
者
保
護
の

　
日
』

・
４
月
10
日
『
交
通
事
故
死
ゼ

　
ロ
を
目
指
す
日
』

・
４
月
13
日
『
飲
酒
運
転
根
絶

　
の
日
』

本
庄
市
重
点
目
標

　
横
断
歩
道
前
で
の
確
実
な
一

時
停
止
と
歩
行
者
へ
の
思
い
や

り
運
転
の
推
進

埼
玉
県
重
点
目
標

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中

の
交
通
事
故
防
止

◆
今
年
県
内
で
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
３
月
14
日
現
在
、
既
に
45

名(

昨
年
比
＋
９
名)

の
方
が

交
通
事
故
で
亡
く
な
り
、
３
月

中
に
は
「
交
通
死
亡
事
故
多
発

非
常
事
態
宣
言
」
も
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、

「
高
齢
被
害
者
」、「
ハ
ン
ド
ル・

ブ
レ
ー
キ
操
作
ミ
ス
、
前
方
不

注
視
、
信
号
無
視
」、「
多
発
時

間
午
前
４
時
～
６
時
、
午
後
４

時
～
６
時
」
で
す
。
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

★
総
務
課
☎
�
１
３
３
２

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

日
時
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
　
５
月
12

　
日
㈯
・
６
月
16
日
㈯
・
７
月

　
14
日
㈯
・
８
月
18
日
㈯
　
午

　
前
９
時
～

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
　
９
月
15

　
日
㈯
　
午
前
９
時
～

※
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
及
び
上
級

救
命
講
習
は
団
体（
15
名
以
上
）

で
の
申
込
に
よ
り
随
時
実
施
。

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
に
つ

い
て
も
、
団
体
で
の
申
込
に
よ

り
随
時
実
施
が
可
能
で
す
。

会
場
　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

内
容
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

・
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　
用
法
を
含
む
）

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
気
道
異
物
除
去
法

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容

・
座
学
・
実
技
の
効
果
測
定

○
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

・
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対

　
す
る
応
急
手
当

○
上
級
救
命
講
習

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
～
Ⅲ
の
内
容

・
傷
病
者
管
理
法
等

対
象
　
中
学
生
以
上
の
本
庄
市

　
及
び
児
玉
郡
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者

定
員
　
各
回
30
名
（
先
着
順
）

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
の
み
。

申
込
　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ

　
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
受
講

　
申
請
書
を
左
記
へ
。
定
員
に

　
な
り
次
第
締
切
（
７
名
未
満

　
の
場
合
、
実
施
を
見
送
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
）

※
団
体
申
込
は
実
施
希
望
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
事
前
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
受
講
申
請
書
は
、
中
央
消
防

署
で
配
付
、
又
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kodam
akouiki.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
中

　
央
消
防
署
救
急
係
☎
�
８
３

　
９
５

埼
玉
県
警
察
官
採
用
試
験

応
募
締
切
　
４
月
20
日
㈮

応
募
資
格
　
18
歳
か
ら
29
歳
ま

　
で
の
方(

高
等
学
校
卒
業
見
込

　
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

第
１
次
試
験
　
５
月
13
日
㈰

申
込
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

　
む
か
、
申
込
書
を
採
用
セ
ン

　
タ
ー
へ
郵
送
又
は
警
察
署
へ

　
持
参

※
詳
細
は
、
本
庄
・
児
玉
警
察

署
や
交
番
・
駐
在
所
で
配
布
し

て
い
る
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
本
庄
警
察
署
警
務
課

☎
�
０
１
１
０

★
児
玉
警
察
署
警
務
係

☎
�
０
１
１
０

埼
玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集

　
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

県
政
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

お
聴
き
し
、
皆
さ
ん
の
声
を
県

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
「
埼

玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
り
、
一
定
の
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
っ
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。

対
象
　
満
16
歳
以
上
で
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
閲
覧
や
メ
ー
ル
の
利
用
が
日

　
本
語
で
で
き
る
方
（
議
員
、

　
首
長
、
常
勤
の
埼
玉
県
職
員

　
は
除
く
）

申
込
　
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（h
ttp
://w

w
w
.p
ref.

　saitam
a.lg.jp/a0301/

　supporter/)

又
は
「
県
政

　
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
検
索

★
埼
玉
県
広
聴
広
報
課
☎
０
４

　
８
―
８
３
０
―
２
８
５
０

雑誌スポンサーを募集
　図書館では、民間企業等との協働の一環として、「雑誌スポンサー制度」を導入
します。この制度は、雑誌を寄贈して頂く代わりに、その雑誌の最新号のカバーに
スポンサー名等を掲載することができる制度です。社会貢献活動の一環として、情
報発信にぜひご利用ください。
募集期間　随時
応募資格　企業、商店、団体等（個人
　は対象となりません）
広告方法　提供雑誌の最新号閲覧用
　カバーの表面に、縦４㎝×横 13㎝
　以内の白色用紙に、黒色の文字で
　スポンサー名を表示します。裏面は、
　閲覧用カバーに収まるサイズで、ス
　ポンサーが作成した片面印刷のス
　ポンサー名等を表示します
※詳しくはホームページ（http://
www.lib.honjo.saitama.jp/) をご覧
ください。

申込　申込用紙に必要事項を記入
　の上、下記へ
※申込用紙は図書館本館で配布又
は図書館ホームページよりダウン
ロードできます。
★図書館☎�３7４６
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舗
装
道
路
に
穴
等
が
あ
い
て

い
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
舗
装
道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
る

・
舗
装
面
に
段
差
が
あ
る

・
側
溝
の
蓋
が
割
れ
て
い
る

・
側
溝
の
蓋
が
ガ
タ
ガ
タ
す
る

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
壊
れ
て
い
る

・
夜
な
の
に
道
路
照
明
灯
が
点

　
灯
し
て
い
な
い
　
等

★
道
路
整
備
課
☎
�
１
１
３
４

「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
に
向
け
た

補
助
金
の
お
知
ら
せ

【
設
置
後
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
５
月
１
日
㈫

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ 

　
ム
設
置
補
助
金

　
一
戸
建
て
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人
を

対
象
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
　
余
剰
売
電
で
あ
る
こ
と

【
着
工
前
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
４
月
２
日
㈪

○
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

　
ム
設
置
補
助
金

　
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
　
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
太
陽
熱
利

　
用
シ
ス
テ
ム
・
地
中
熱
利
用

　
シ
ス
テ
ム

○
住
宅
省
エ
ネ
改
修
補
助
金

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
屋
根
の
高
遮
熱
塗
装
工

　
事
・
断
熱
材
設
置
工
事
・
断

　
熱
ガ
ラ
ス
等
設
置
工
事
・
遮

　
熱
フ
ィ
ル
ム
貼
付
工
事

○
事
業
所
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

　
テ
ム
導
入
事
業
補
助
金

　
事
業
者
向
け
の
創
エ
ネ
・
省

　
エ
ネ
設
備
の
補
助
金
で
す
。

※
申
請
枠
が
終
了
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

※
対
象
の
工
事
を
お
考
え
の
方

は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
２
４
９

「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
補
助

金
」
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、「
中
心
市
街
地
等

整
備
事
業
補
助
金
」
の
対
象
区

域
を
今
年
度
か
ら
拡
大
し
、
本

庄
駅
周
辺
地
区
又
は
児
玉
駅
周

辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
効
果

が
あ
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
新
た
に
「
ま
ち
な
か
再

生
事
業
補
助
金
」
の
交
付
を
開

始
し
ま
す
。

補
助
対
象（
全
て
満
た
す
こ
と
）

①
事
業
の
効
果
が
本
庄
駅
周
辺

　
地
区
又
は
児
玉
駅
周
辺
地
区

　
に
波
及
す
る
と
認
め
ら
れ
る

　
こ
と

②
規
約
を
有
し
、
予
算
と
事
業

　
計
画
を
も
と
に
継
続
し
て
活

　
動
し
て
い
る
こ
と

③
事
業
の
効
果
が
特
定
の
個
人

　
又
は
団
体
に
帰
属
し
な
い
こ
と

補
助
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

　
１
（
20
万
円
を
上
限
、
初
め

　
て
交
付
を
受
け
る
場
合
は
10

　
万
円
を
上
限
）

＊
そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま

　
す
の
で
左
記
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
８

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

期
間
　
４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

・
４
月
６
日
『
歩
行
者
保
護
の

　
日
』

・
４
月
10
日
『
交
通
事
故
死
ゼ

　
ロ
を
目
指
す
日
』

・
４
月
13
日
『
飲
酒
運
転
根
絶

　
の
日
』

本
庄
市
重
点
目
標

　
横
断
歩
道
前
で
の
確
実
な
一

時
停
止
と
歩
行
者
へ
の
思
い
や

り
運
転
の
推
進

埼
玉
県
重
点
目
標

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中

の
交
通
事
故
防
止

◆
今
年
県
内
で
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
３
月
14
日
現
在
、
既
に
45

名(

昨
年
比
＋
９
名)

の
方
が

交
通
事
故
で
亡
く
な
り
、
３
月

中
に
は
「
交
通
死
亡
事
故
多
発

非
常
事
態
宣
言
」
も
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、

「
高
齢
被
害
者
」、「
ハ
ン
ド
ル・

ブ
レ
ー
キ
操
作
ミ
ス
、
前
方
不

注
視
、
信
号
無
視
」、「
多
発
時

間
午
前
４
時
～
６
時
、
午
後
４

時
～
６
時
」
で
す
。
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

★
総
務
課
☎
�
１
３
３
２

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

日
時
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
　
５
月
12

　
日
㈯
・
６
月
16
日
㈯
・
７
月

　
14
日
㈯
・
８
月
18
日
㈯
　
午

　
前
９
時
～

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
　
９
月
15

　
日
㈯
　
午
前
９
時
～

※
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
及
び
上
級

救
命
講
習
は
団
体（
15
名
以
上
）

で
の
申
込
に
よ
り
随
時
実
施
。

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
に
つ

い
て
も
、
団
体
で
の
申
込
に
よ

り
随
時
実
施
が
可
能
で
す
。

会
場
　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

内
容
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

・
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　
用
法
を
含
む
）

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
気
道
異
物
除
去
法

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容

・
座
学
・
実
技
の
効
果
測
定

○
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

・
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対

　
す
る
応
急
手
当

○
上
級
救
命
講
習

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
～
Ⅲ
の
内
容

・
傷
病
者
管
理
法
等

対
象
　
中
学
生
以
上
の
本
庄
市

　
及
び
児
玉
郡
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者

定
員
　
各
回
30
名
（
先
着
順
）

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
の
み
。

申
込
　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ

　
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
受
講

　
申
請
書
を
左
記
へ
。
定
員
に

　
な
り
次
第
締
切
（
７
名
未
満

　
の
場
合
、
実
施
を
見
送
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
）

※
団
体
申
込
は
実
施
希
望
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
事
前
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
受
講
申
請
書
は
、
中
央
消
防

署
で
配
付
、
又
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kodam
akouiki.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
中

　
央
消
防
署
救
急
係
☎
�
８
３

　
９
５

埼
玉
県
警
察
官
採
用
試
験

応
募
締
切
　
４
月
20
日
㈮

応
募
資
格
　
18
歳
か
ら
29
歳
ま

　
で
の
方(

高
等
学
校
卒
業
見
込

　
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

第
１
次
試
験
　
５
月
13
日
㈰

申
込
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

　
む
か
、
申
込
書
を
採
用
セ
ン

　
タ
ー
へ
郵
送
又
は
警
察
署
へ

　
持
参

※
詳
細
は
、
本
庄
・
児
玉
警
察

署
や
交
番
・
駐
在
所
で
配
布
し

て
い
る
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
本
庄
警
察
署
警
務
課

☎
�
０
１
１
０

★
児
玉
警
察
署
警
務
係

☎
�
０
１
１
０

埼
玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集

　
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

県
政
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

お
聴
き
し
、
皆
さ
ん
の
声
を
県

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
「
埼

玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
り
、
一
定
の
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
っ
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。

対
象
　
満
16
歳
以
上
で
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
閲
覧
や
メ
ー
ル
の
利
用
が
日

　
本
語
で
で
き
る
方
（
議
員
、

　
首
長
、
常
勤
の
埼
玉
県
職
員

　
は
除
く
）

申
込
　
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（http://w
w
w
.pref.

　saitam
a.lg.jp/a0301/

　supporter/)

又
は
「
県
政

　
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
検
索

★
埼
玉
県
広
聴
広
報
課
☎
０
４

　
８
―
８
３
０
―
２
８
５
０

雑誌スポンサーを募集
　図書館では、民間企業等との協働の一環として、「雑誌スポンサー制度」を導入
します。この制度は、雑誌を寄贈して頂く代わりに、その雑誌の最新号のカバーに
スポンサー名等を掲載することができる制度です。社会貢献活動の一環として、情
報発信にぜひご利用ください。
募集期間　随時
応募資格　企業、商店、団体等（個人
　は対象となりません）
広告方法　提供雑誌の最新号閲覧用
　カバーの表面に、縦４㎝×横 13㎝
　以内の白色用紙に、黒色の文字で
　スポンサー名を表示します。裏面は、
　閲覧用カバーに収まるサイズで、ス
　ポンサーが作成した片面印刷のス
　ポンサー名等を表示します
※詳しくはホームページ（http://
www.lib.honjo.saitama.jp/) をご覧
ください。

申込　申込用紙に必要事項を記入
　の上、下記へ
※申込用紙は図書館本館で配布又
は図書館ホームページよりダウン
ロードできます。
★図書館☎�３7４６

強冷感

市報6月号とカインズポイントカードを
6月30日（土）までにお持ちのお客様に

私たちは「くらしに、ららら」を提供します

カインズ 本庄早稲田店 カインズホーム 上里本庄店 カインズホーム 児玉店
0495-23-5000 0495-35-1111 0495-72-1000

強冷感

私たちは「くらしに、ららら」を提供します

カインズ史上
最高の
肌ざわりと

花苗1個プレゼント
※数量が達した際はSUNTORY以外の苗になる場合がございます。
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あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

本
庄
市
役
所
会
場

日
時　
６
月
13
日
㈬　
午
前
10

時
～
11
時
15
分
、
午
後
０

時
30
分
～
４
時

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

人
（
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
で
、
献
血

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　

全
血(

４
０
０
㎖
・

２
０
０
㎖)

※
４
０
０
㎖
採
血
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
方
は
、
４
０
０
㎖

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
２
０
０
㎖
献
血
に
つ
き
ま

し
て
は
、
必
要
量
が
集
ま
り
次

第
、
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会
を

同
時
に
実
施
し
ま
す

対
象　
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の

方
※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、

ご
協
力
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

新
社
会
人
応
援
献
血             

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
！

　
今
春
、
新
社
会
人
に
な
っ
た

方
が
埼
玉
県
内
の
献
血
ル
ー
ム
、

献
血
バ
ス
で
献
血
に
ご
協
力
を

い
た
だ
く
と
、
埼
玉
県
限
定
の

｢

シ
ミ
と
り
ペ
ン
（
携
帯
で
き

る
衣
類
用
シ
ミ
と
り
剤
）
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！
６
月
ま

で
の
期
間
限
定
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
す
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
２
０
０
３

ほ
ん
ぽ
食
堂

｢
夏
バ
テ
予
防
～
夏
野
菜
を

食
す
～
」

　
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

　
夏
は
暑
さ
で
食
欲
が
落
ち
、

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
が
ち

な
人
も
多
い
の
で
は
。
夏
が
旬

の
野
菜
は
栄
養
た
っ
ぷ
り
、
体

の
ほ
て
り
を
和
ら
げ
て
く
れ
る

も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
夏
野

菜
を
食
べ
て
、
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
！

日
時　

①
７
月
26
日
㈭　

② 

７
月
27
日
㈮　
午
前
９
時
30

分
～
正
午
（
受
付
午
前
９
時

～
）

会
場　
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
者

内
容　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講

話
と
調
理
実
習

※
①
②
は
同
じ
内
容
で
す
。

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意　
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
等

も
可
）、
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭

き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　
６
月
19
日
㈫
か
ら
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
２
０
０
３

『
本
庄
ユ
ニ
ラ
ブ
２
０
１
８
』

～
夏
休
み
こ
ど
も
ワ
ク
ワ
ク

実
験
教
室
～ 

　
早
稲
田
大
学
本
庄
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
物
づ
く
り
や
楽
し
い
実

験
を
通
じ
て
科
学
を
学
び
ま
せ

ん
か
。
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

が
や
さ
し
く
教
え
ま
す
。

日
程　
８
月
３
日
㈮

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

費
用　
無
料

申
込　

６
月
25
日
㈪
か
ら
７

月
６
日
㈮
ま
で
に
メ
ー
ル

（honjo-unilab@
list.

w
aseda.jp

）
で
応
募
（
希

望
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
複
数
の
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
大
学
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
w

aseda.jp/fsci/gw
eee/

）

に
掲
載
し
て
い
る
申
込
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
早
稲
田
大
学
大
学
院
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
科

☎
㉔
６
４
８
０

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

　
劇
場
、
飲
食
店
、
店
舗
等
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る

建
物
（
特
定
防
火
対
象
物
）
の

う
ち
、
収
容
人
員
が
３
０
０
人

以
上
で
甲
種
防
火
対
象
物
の
防

火
管
理
者
は
、
甲
種
防
火
管
理

講
習
を
修
了
し
て
か
ら
５
年
以

内
に
再
講
習
を
受
講
（
そ
の
後

は
５
年
ご
と
に
再
講
習
受
講
義

務
）し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
時　
６
月
22
日
㈮　
午
前
９

時
30
分
～
11
時
40
分

会
場　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

部
（
西
富
田
９
０
４
―
３
）

定
員　
30
名
（
先
着
順
）　　

費
用　
２
、０
０
０
円

申
込  

土
・
日
曜
日
を
除
く
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
証
明
写
真(

縦

2.5
ｃｍ
×
横
２
ｃｍ)

を
添
付
し
、

甲
種
防
火
管
理
講
習
修
了
証

（
新
規
又
は
再
講
習
で
最
後

に
受
講
し
た
と
き
の
も
の
）

と
と
も
に
児
玉
郡
市
広
域
消

防
本
部
予
防
課
へ
提
出

※
申
込
書
は
、
消
防
本
部
及
び

各
消
防
署
で
配
布
、
又
は
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部 

予
防
課
☎
㉔
８
３
９
２

老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎�３６９６
４日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪・７月２日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　☎�８１２６
４日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪・７月２日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
１日㈮〜５日㈫、８日㈮〜12日㈫、29日㈮〜７月４日㈬

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：７月２日㈪〕－
　・市県民税　１期　　・下水道負担金　１期　　

－市税夜間・休日収納窓口のお知らせ－
日時　６月５日㈫・７月５日㈭　午後５時15分〜７時
場所　市役所１階収納課☎㉕１１２０
　　　アスピアこだま市民福祉課税務係☎�１３３３
日時　６月24日㈰　午前８時30分〜午後５時15分
場所　市役所１階収納課

平
成
30
年
度
教
科
書
展
示
会

日
時　
６
月
15
日
㈮
～
30
日
㈯

午
前
11
時
～
午
後
６
時

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。　
　

会
場　
図
書
館
本
館　
　

★
学
校
教
育
課
☎
㉕
１
１
８
３

「
お
い
し
く
て
か
ら
だ
に
い

い
も
の
が
食
べ
た
い
！
」

食
の
安
心
＆
安
全
に
つ
い
て

の
講
演
会

　
本
庄
早
稲
田
「
食
の
安
心
＆

安
全
・
い
ち
ば
の
会
」
で
は
、

元
「
大
地
を
守
る
会
」
腕
利
き

バ
イ
ヤ
ー
手
島
奈
緒
氏
に
よ
る
、

食
の
安
心
＆
安
全
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ジ
ビ

エ
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
種
子
法

な
ど
よ
く
聞
く
言
葉
の
基
礎
知

識
や
、
添
加
物
や
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
な
ど
食
べ
も
の
の
技

術
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日
時　
６
月
９
日
㈯　
午
後
１

時
30
分
～
３
時

会
場　
市
民
文
化
会
館
２
階

定
員　
70
名

参
加
費　
無
料

申
込　
不
要

★(

公
財)

本
庄
早
稲
田
国
際

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

☎
㉔
７
４
５
５

パ
レ
ッ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
パ
レ
ッ
ト
（
ラ
ケ
ッ
ト
）
を

使
っ
て
行
う
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
本
庄
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日
時　
７
月
18
日
㈬
・
８
月
２

日
㈭
・
10
日
㈮　
全
３
回　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

対
象　
小
学
生
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ

申
込　
６
月
５
日
㈫
か
ら
電
話

で
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

【
本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催
】

市
民
民
踊
教
室

日
時　
７
月
８
日
㈰　
午
後
２

時
～
４
時
・
22
日
㈰　
午
後

１
時
～
３
時
・
８
月
４
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午　
全
３
回

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
多
目

的
ホ
ー
ル

講
師　
本
庄
民
踊
レ
ク
連
盟
指

導
者

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

定
員　
40
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
運
動

靴
申
込　
６
月
６
日
㈬
か
ら
29
日

㈮
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体

育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
民
踊

レ
ク
連
盟
・
森
（
☎
㉒

７
４
０
０
）
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

【
本
庄
市
体
育
協
会
主
催
】

市
民
剣
道
大
会

日
時　
７
月
29
日
㈰　
　
　
　

　
受
付　
午
前
９
時
～

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

参
加
資
格　
小
学
生
以
上
の
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種
目

・
小
学
生
低
学
年
の
部

・
小
学
生
高
学
年
の
部

・
中
学
生
の
部

・
高
校
男
子
の
部

・
一
般
男
子
の
部

・
高
校
・
一
般
女
子
の
部

※
全
種
目
個
人
戦
。
男
女
別
で

行
い
ま
す
。

参
加
費　
無
料

申
込　

６
月
29
日
㈮
ま
で
に

剣
道
連
盟
・
長
尾
（
☎
㉑

２
０
５
５
）
へ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も

の
は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で

す
。
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午

前
８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
費

用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

    

掲
載
の
全
公
民
館
事
業
が

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

本
庄
西
公
民
館
☎
㉑
８
７
８
６

◆
健
康
作
り
教
室

　
第
５
弾
「
質
の
良
い
歩
き
方

講
座
」
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過

ご
す
た
め
の
講
演
と
体
操
、
看

護
師
に
よ
る
健
康
相
談
も
あ
り

ま
す
。

日
時　
６
月
29
日
㈮　
午
前
10

時
～
正
午

講
師　
逸
見　
旬　
先
生

　

(

青
木
病
院　
理
学
療
法
士)

定
員　
40
名
（
先
着
順
）　
　

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
汗
拭

き
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　
６
月
11
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
太
極
拳
入
門
教
室　
　
　
　

　
健
康
・
長
寿
に
良
い
と
い
わ

れ
る
中
国
伝
統
の
太
極
拳
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
７
月
６
日
㈮
・
13
日
㈮
・

20
日
㈮　
全
３
回　
午
前
10

時
～
11
時
30
分

講
師　
栗
田　
美
恵
子　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）　
　

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
上
履

き
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲

み
物

申
込　
６
月
14
日
㈭
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

仁
手
公
民
館　
☎
�
３
５
３
８

◆
楽
し
い
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教

室　
　
　
　
　

　
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に
花
柄
の
彩

色
を
施
し
、
高
級
感
の
あ
る
バ

ッ
グ
を
作
り
ま
す
。
お
出
か
け

の
際
に
と
て
も
便
利
で
す
。
初

め
て
の
方
に
も
楽
し
く
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
見
本
が
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

日
時　
６
月
28
日
㈭　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
富
樫　
理
恵
子　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）   　

費
用　
２
、
０
０
０
円

用
意  

筆
拭
き
用
布
、
エ
プ
ロ

ン
申
込　
６
月
11
日
㈪
か
ら
電
話

で
公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日

は
連
絡
不
可
）

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館
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本
庄
南
公
民
館
☎
㉑
８
７
８
５

◆
初
心
者
琴
体
験
教
室

　
琴
の
基
本
を
学
び
、
や
さ
し

い
曲
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
を
練

習
、
演
奏
し
ま
す
。

日
時　
６
月
26
日
㈫
・
７
月
３

日
㈫
・
10
日
㈫　
全
３
回　

午
後
７
時
～
９
時

講
師　
土
屋　
三
津
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
上
。

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
６
月
15
日
㈮
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
紅
茶
教
室
「
美
味
し
い
ア
イ

ス
テ
ィ
ー
の
入
れ
方
」

　
紅
茶
の
ア
レ
ン
ジ
や
お
茶
に

合
う
お
菓
子
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時　
６
月
28
日
㈭　
午
前
10

時
～
正
午

講
師　
新
井　

和
美　

先
生
、

上
野　
昌
美　
先
生
（
紅
茶

シ
ス
タ
ー
ズ
）

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、０
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

申
込　
６
月
11
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

旭
公
民
館　
　
☎
�
５
９
４
０

◆
意
外
と
知
ら
な
い地

元
の
歴
史

　
旭
地
区
を
中
心
と
し
た
地
元

の
歴
史
、
史
跡
、
人
物
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
時　
６
月
16
日
㈯
・
23
日
㈯

全
２
回　
午
前
10
時
30
分
～

正
午

講
師　
塩
原　
浩
行　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
６
月
11
日
㈪
か
ら
電
話

で
公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日

は
連
絡
不
可
）

※
一
通
話
一
名
受
付
。

◆
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
英
会
話

　
中
学
校
程
度
の
英
語
の
基
本

か
ら
、
①
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
や
意
思
を
伝
え
る
表
現
②
質

問
の
し
か
た
③
様
子
の
表
現
な

ど
を
学
び
ま
す
。

日
時　
７
月
５
日
㈭・12
日
㈭・

19
日
㈭　
全
３
回　
午
後
１

時
30
分
～
３
時

講
師　
千
田　
麗
子　
先
生

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
和
英
辞
書
、
筆
記
用
具

申
込　
６
月
18
日
㈪
か
ら
電
話

で
公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日

は
連
絡
不
可
）

※
一
通
話
一
名
受
付
。

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
）

☎
�
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会

　
お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
１
月
と
８
月
は
お
休
み
で
す
。

※
申
込
不
要
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
１
日
㈰　
午
後
１

時
～
４
時

費
用　
５
０
０
円
（
茶
・
菓
子

代
）

◆
暑
い
季
節
に
使
え
る
ア
ロ
マ

講
座
～
ボ
デ
ィ
ー
パ
ウ
ダ
ー
と

虫
除
け
ス
プ
レ
ー
作
り
～

　
子
ど
も
も
使
え
る
安
心
安
全

な
天
然
ク
レ
イ
の
ボ
デ
ィ
ー
パ

ウ
ダ
ー
と
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
を

作
り
ま
す
。

日
時　
７
月
５
日
㈭　
午
前
10

時
～
11
時
30
分　

講
師　
内
田　
貴
美
子　
先
生

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り
（
先
着
３
名
）
。

費
用　
１
、
０
０
０
円
（
材
料

代
）

用
意　
筆
記
用
具
、
手
拭
き
用

タ
オ
ル

申
込　
６
月
19
日
㈫
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ

ま
内
）　
　
　
☎
�
４
７
８
９

◆
自
分
だ
け
の
手
作
り
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
教
室

　
好
き
な
お
花
を
選
ん
で
特
殊

オ
イ
ル
と
共
に
瓶
に
入
れ
て
、

長
く
鑑
賞
で
き
る
お
し
ゃ
れ
な

イ
ン
テ
リ
ア
を
作
り
ま
す
。

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
６
月
27
日
㈬　
①
午
後

１
時
～
２
時
20
分
、
②
午
後

２
時
30
分
～
３
時
50
分

講
師　
山
梨　
き
く
江　
先
生

定
員　
各
回
５
名
（
①
②
い
ず

れ
か
を
選
択
。
先
着
順
）

費
用　
長
い
瓶 

２
、５
０
０
円

　

短
い
瓶 

１
、５
０
０
円

用
意　
ハ
サ
ミ
、
ピ
ン
セ
ッ
ト

申
込　
６
月
13
日
㈬
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

木
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
親
子
で
楽
し
む
ク
ッ
キ
ー
の

ア
イ
シ
ン
グ
体
験
と
ラ
ッ
ピ
ン

グ
教
室

　
ク
ッ
キ
ー
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
ア
イ
シ
ン
グ
）
を
し
て
か

わ
い
い
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
ま
す
。

日
時　
７
月
７
日
㈯　
午
後
１

時
30
分
～
３
時

講
師　
増
澤　
桃
子　
先
生

定
員　
親
子
８
組
（
先
着
順
）

費
用　
１
セ
ッ
ト　
８
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
６
月
19
日
㈫
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

木
・
日
は
連
絡
不
可
）

共
和
公
民
館　
☎
�
０
３
３
７

◆
ダ
チ
ョ
ウ
の
殻
た
ま
ご
に
和

紙
を
貼
る
教
室

　
め
ず
ら
し
い
ダ
チ
ョ
ウ
の
殻

た
ま
ご
（
実
物
）
に
、
桜
な
ど

の
花
の
絵
型
和
紙
を
貼
る
貴
重

な
体
験
教
室
で
す
。

日
時　
６
月
30
日
㈯　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
浅
見　
元
子　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、２
０
０
円

用
意　
新
聞
紙
１
日
分
、
ハ
サ

ミ
申
込　
６
月
13
日
㈬
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

木
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
山
野
草
の
寄
せ
植
え
教
室

日
時　
７
月
６
日
㈮　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
立
花　
勲　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、２
０
０
円

用
意　
ハ
サ
ミ
、
ゴ
ム
手
袋
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
６
月
15
日
㈮
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

木
・
日
は
連
絡
不
可
）

対象　保育園・幼稚園入園前の
　　　お子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど
◇本　館
日時　６月７日㈭　　　　
　　　午前11時～11時30分
◇児玉分館
日時　６月13日㈬
　　　午前11時～11時30分

★今月の児童図書
雲と天気の大事典　   武田  康男 著
しあわせの牛乳 佐藤  慧 著
回文で遊ぼう 間部  香代 著
王さまになった羊飼い
 イ・ヨンギョン 絵

★今月の児童図書
きみ、なにがすき？
 はせがわ  さとみ 作
なずずこのっぺ？　
 カーソン・エリス さく
ワイズ・ブラウンの詩の絵本
 レナード・ワイスガード 絵
社会科見学！みんなの市役所 ３階
 オフィス３０３ 編

新 着 図 書 案 内 イ ベ ン ト

児 玉 分 館

本　　館

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
　　　　　木・金曜日のみ午後８時閉館（本館のみ）
休 館 日／４日㈪､11日㈪､18日㈪､25日㈪､７月２日㈪､３日㈫(館内整理日)
ホームページアドレス　http://www.lib.honjo.saitama.jp/

たのしいおはなし会

 絵本と
 わらべうたのおはなし会

拝啓「オトナ理系男子」さま
“ 着づかい ” のコツお教えします

男性は何をどう悩むのか

きみはライオン！

辞書びきえほん  もののはじまり

境野  詢子 著　ワニブックス

濱田  智崇 編　ミネルヴァ書房

ユ・テウン 作・絵　偕成社

陰山  英男　監修　ひかりのくに

本庄市出身の著者の
作品です。まるで講
義を受けているかの
ような感覚でオシャ
レ・ファッションに
ついて学べ、新しい
発見がある作品です。

男性たちが抱える「職
場での人間関係」「夫婦
関係」「性」「DV」など
の悩みを事例別に検討。
現代に生きる男性特有
の心理に迫り具体的な
支援のあり方を示す。

家や学校で使う小さな
ものから、飛行機など
の大きなもの、食べ
物、スポーツまで、身
近なもののはじまりを
集め、楽しいイラスト
や写真で紹介。

さぁ！息をすってヨ
ガポーズをはじめる
よ。両手をひざにお
いて、大きく口をあ
けたら「ガオｰ」あ
らら・・ライオンに
なっちゃた。次は、
なにになる ?

★今月の一般図書
オリジン　上・下　　
 ダン・ブラウン 著
この数学パズル、解けますか？　　　 
 アレックス・ベロス 著
農家が教える梅づくし 農文協 編
シャーロック・ホームズたちの新冒険
　　　　　　　　　　 田中  啓文 著
　　　　　

★今月の一般図書
知らないと損をする最新配偶者控除
 梅本  正樹 著
科学のミカタ 元村  有希子 著
あのひとががんになったら
 桜井  なおみ 著
ウィステリアと三人の女たち
 川上  未映子 著

図 書 館 だ よ り

◇本　館
日時　６月９日㈯　
         午前11時～11時30分
　　　６月23日㈯
         午後２時～２時30分
内容   「天気・宇宙」をテーマ
　　　とした絵本や紙芝居など
協力　よみきかせサークル「本   
　　　庄ほんの会」のみなさん
◇児玉分館
日時　６月９日㈯　
　　　午前11時～11時30分
内容　「天気」をテーマとした
　　　絵本やおはなしなど
協力　こだまお話しの会・語り   
　　　の会「ことより」のみな  
　　　さん

本館☎�３７４６／児玉分館☎�１７８３

本庄高校図書館地域開放日
（土曜日）

◎午前８時45分～午後４時30分
　６月２日､16日､30日､７月７日
◎午後０時45分～４時30分
　６月９日、23日
★本庄高校図書館☎�１１９５

※詩の歴史を学びながら、詩を作
る楽しさを感じる「文学創作講
座」の受講生を募集します。詳し
くは17ページをご覧ください。
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ママ
  サロン

育児相談
  ・学級

ママサロンでは、親子で楽しめる歌や手遊び、絵本の
読み聞かせなどをしています。育児相談も受けていま
す。初めて参加するママも大歓迎です。

●会場　子育て支援センター（いずみ保育所内）☎�４８９１
日　程 時　間

６月５・12・19・26日の火曜日 午前10時30分～11時30分
※本庄子育てネットのご協力により開催しています。

児童センターのイベント

日の出児童センターまつり

●会場　本庄市保健センター☎�２００３
相談・学級 内　　容 日　　時 対　　象 申　　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談

６月29日㈮・７月18日㈬
午前９時30分～11時（15
分ごとに実施）
※７月18日㈬はアスピア
こだまで実施

未就学の
お子さんと
保護者

定員あり。
各実施月の１日から
本庄市保健センターへ
※母乳相談は初回相談者優先。
※育児電話相談は随時受付中。

母乳相談 母乳に関する相談

おや親タマゴ
「はじめて生活
with ベビー」

妊娠中の生活・栄養・赤
ちゃんのお風呂の入れ
方・妊婦体験など

６月９日㈯・７月28日㈯
午前９時30分～正午

これからママ、
パパになる人

随時受付。
※参加人数や当日の流れにより終
了時刻が前後する場合があります。

みんなでゲームをして楽しい
時間を過ごしましょう。
日時　６月16日㈯
　　　午後１時30分～３時

やさしい卓球教室

講師　飯島 市郎 先生
対象　小学生　
定員　10名（先着順)
費用　無料
用意　水筒、ハンドタオル、
　　　ジーンズ以外で運動す
　　　る服装、運動靴
申込　６月９日㈯午前９時か
　　　ら電話又は直接児玉児
　　　童センターへ

初めてラケットを握る人も、さ
らにレベルアップしたい人も、
楽しく卓球を教わりましょう。
日時　６月23日㈯
　　　午後１時30分～

児童センターは小学生までの子どもたちが自由に集い、遊べる子どものための場所です。また、小さいお
子さんを連れたお母さんたちの交流の場としても自由にご利用ください。
利用時間：月曜日～土曜日 ( 休日・年末年始を除く ) 午前９時～午後５時 

前原児童センター☎�９８２０、日の出児童センター☎�０４２０、児玉児童センター☎�６８０５

子育て支援のお知らせ
児童

センター

つどいの広場　乳幼児の親子が交流
ホームページで詳しくチェック！！

担当の保育士が常駐し、親子でふれあうあそびの講座や育児相談等も受けています。

日時　月・水・金曜日（休日を除く）　

　　　午前９時～午後２時（午前 10 時～ 11 時の間は下記の講座を開催）

HAPPY BIRTHDAY　　６月生まれのみんな

親子でふれあうあそびの講座（午前10時～11時）

つどいの広場の中で乳幼児の親子で楽しめる参加自由（内容により制限あり）の講座を開催しています。下記以外にもたく
さんの講座があります。詳しくは各児童センター等で配布するおたより又は市ホームページをご覧ください。

今月のオススメ講座！！

歯のはなし
講師：飯島和美先生

開催日　前　原：６月22日㈮
　　　　日の出：６月８日㈮
　　　　児　玉：６月15日㈮
歯科衛生士の飯島先生による「歯
の話」です。お子様の歯のことで
気になることがあれば、相談や質
問もお受けします。興味のある方
はぜひお越しください。

子育てサロンゆうゆう
「のりもの遊び」

開催日　前　原：６月１日㈮　
　　　　日の出：６月20日㈬
　　　　児　玉：６月27日㈬
段ボールでつくった車やトラック
などの乗り物に乗って親子で遊び
ましょう。
※子育てサロン「ゆうゆう」は子育
て応援団「本庄びすけっと」のご協
力をいただき開催しています。

３Ｂ体操
講師：蔵本祐子先生

開催日　前　原：６月11日㈪
　　　　日の出：６月25日㈪
　　　　児　玉：６月20日㈬
誰でも無理なく楽しめる体操です。
音楽に合わせてボールなどの用具
を使いながらのびのびと身体を動
かしましょう。動きやすい服装で
お越しください。

はにぽんチャレンジ対象事業

児玉児童センターまつり

対象　２歳～小学生
内容　ゲーム・お楽しみ抽選
　　　会など
定員　１００名(先着順)
費用　無料
※当日は朝から準備・片付けの
ため午後２時までセンター内で
は遊べません。
申込　６月９日㈯午前９時か
　　　ら電話又は直接児玉児
　　　童センターへ

みんなで児童センターまつり
を楽しみましょう。
日時　６月30日㈯
　　　午前10時30分～正午

対象　幼児と保護者、小学生
内容　ゲーム、工作、ポップ
　　　コーンほか
定員　１００名（先着順）
費用　無料
※駐車場は本庄東公民館も利用で
きます。当日は準備・片付けのた
め終日センターでは遊べません。
申込　６月７日㈭午前９時か
　　　ら電話又は直接日の出
　　　児童センターへ

ママ・パパビクス教室
幼児とふれあい体を動かして心と
身体をリフレッシュしませんか。
日時　６月23日㈯
　　　午前10時30分～11時30分
講師　入　美由紀　先生
対象　幼児・父母
定員　親子20組（先着順）
費用　無料
用意　運動する服装、水筒、
　　　汗拭き用タオル、上履き
申込　６月12日㈫午前９時か
　　　ら電話又は直接日の出
　　　  児童センターへ

日の出児童センター☎㉑０４２０ 児玉児童センター☎�６８０５

大
お お き

木 結
ゆ い と

翔ちゃん
１歳　児玉町児玉

須
す な が

永 朝
あ さ ひ

陽ちゃん
１歳　児玉町児玉

髙
たかはし

橋 維
い つ き

月ちゃん
１歳　小島南

田
た な か

中 奈
な ほ

穂ちゃん
１歳　寿　

長
ながぬま

沼 朔
さ く と

人ちゃん
２歳　沼和田

中
な か せ

瀬 衣
い お り

織ちゃん
２歳　見福

井
い ざ わ

沢 しおりちゃん
４歳　前原

井
い ざ わ

沢 大
だ い き

樹ちゃん
１歳　前原

石
いしざき

﨑 壮
そ う ま

真ちゃん
２歳　東台

峯
みねぎし

岸 朔
さ く や

矢ちゃん
３歳　西五十子

７月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写ったお子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、
生年月日、保護者の氏名、連絡先を記入のうえ、右記のあて先へ郵送、メール又は直接持参してください。※応募多数の場合抽選（未
掲載のお子さんが優先）。応募写真は返却できません。

あて先　〒367-8501　本庄市本庄3-5-3
本庄市役所広報課広報係☎�1155　  omedetou@city.honjo.lg.jp    ※締切は６月11日㈪（必着）

早
は や の

野 新
あ ら た

大ちゃん
１歳　鵜森　

三
み つ い

井 湊
みなと

ちゃん
１歳　今井　

茂
も て き

木 聡
そうすけ

助ちゃん
１歳　児玉町児玉　

山
やまざき

﨑 日
ひ な こ

夏子ちゃん
１歳　東台　
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みんなの健康ガイド

休日・夜間の急病のときは…

医療メモ 本庄市児玉郡医師会広報部「食物アレルギー」

　アレルギーという言葉自体は一般用語として広まっています
が、その理解はとても曖

あいまい
昧です。アレルギー疾患を分かりやすい

言葉に置き換えて言うならば、＜本来なら反応しなくてもよい無
害なものに対する過剰な免

めんえき
疫反応（感作）＞と言うことです。 

　免疫反応は本来、体の中を外敵から守る働きで、体の外には細
菌やカビ、ウイルスなどの「敵」がたくさんいるので、放ってお
くと体の中に入ってきて病気を起こしてしまいますが、それに対
して体を守る働きの重要なものが免疫反応なのです。相手が本物
の「悪者」であればそれを攻撃するのは正しい反応ですが、そう
ではなく無害な相手に対してまで過剰に免疫反応を起こしてしま
うことがアレルギー疾患の本質とも言えます。
　食物アレルギーは、食物を食べることによりアレルギー症状が
出現することですが、原因食物は多岐にわたります。最も多いの
が鶏卵で、次いで乳製品、さらに小麦、ピーナッツ、大豆製品、
そば、ゴマ、甲殻類（エビ、カニ）などが有名です。昔は、食べ
て感作されると考えられてきましたが、最近の研究では、抗原（食
物）の感作は皮膚でおこり、食べて症状が出ることがわかってき
ました。症状は、皮膚・粘膜、消化器、呼吸器、さらに全身性に
認められますが、最も多い症状は皮膚・粘膜症状です。複数の臓

器に、同時にアレルギー症状が出現する状態を、アナフィラキシー
と呼び、アナフィラキシーによりさらに循環動態に影響し、血圧
の低下や呼吸困難が起こることをアナフィラキシーショックと言
い、特に注意が必要です。
　食物を食べる、接触する、あるいは食べた後すぐ運動するなど
して、アレルギー症状が出た場合、皮膚症状だけ（発疹や蕁麻疹
など）ならば、適宜、主治医の先生を受診し、適切な検査で治療
を決めていけば良いと言われています。しかし、皮膚が赤くなる
などの皮膚症状に加え、息苦しくなったり、激しい嘔吐などの症
状が複数同時にかつ急激にみられる場合、あるいは血圧が下がる、
呼吸が苦しくなる、意識が低下するなどの症状があると、迅速に
対応しないと命にかかわることがあるので、その時は、救急車を
呼ぶなどして、迅速に対応・治療しましょう。
　食物アレルギーに過剰に反応し、勝手に食物を制限することは、
お子さんの成長にとってマイナス面もあるため、むやみに食物制
限をすることはありませんが、アナフィラキシーの事があるので、
アレルギーを疑う症状がある時は、必ず主治医の先生と相談し、
正しい診断と、正しい治療ができるよう心がけましょう。

　病気にかからないように、重症にならないように、ま
だ接種していないお子さんは予防接種を受けましょう。
いずれも費用は無料です。
※接種期間を過ぎて接種した場合、全額自己負担になります。
※予診票がお手元にない場合は、母子健康手帳をご持参のう
え、本庄市保健センター又は市民福祉課（アスピアこだま内）
の窓口へお越しください。

■二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種
　予診票は、小学６年生のお子さんへ郵送しています。
また、小学５年生のお子さんは、11 歳になったら、予
診票を郵送します。
対象　11 歳以上 13 歳未満
接種期間　11 歳の誕生日前日～ 13 歳の誕生日前日

■麻しん・風しん（ＭＲ）予防接種
　麻しん・風しんの１期は生後 12 か月から 24 か月に至
るまでに１回接種し、２期は小学校就学前の１年間に１
回接種します。
■平成 30 年度の２期について
対象　平成 24 年４月２日～平成 25 年４月１日生まれ
　　　の人
接種期間　平成 31 年３月 31 日㈰まで

■日本脳炎予防接種の特例
　一時見合わせていましたが、平成 22 年度以降は新し
いワクチンの接種を再開しています。次の期間に生まれ
た人は特例の対象となりますので、現在までの接種回数

を確認し、不足回数を接種してください。
○平成７年４月２日～平成 19 年４月１日生まれの人
　20 歳の誕生日の前日まで接種することができます。
接種回数
・１期…３回接種　・２期…９歳以上で１回接種
※１期接種後、おおむね５年の間隔を空けて接種してください。
接種期間　20 歳の誕生日の前日まで
※この期間に生まれた人でも、20 歳の誕生日以降の接種は全
額自己負担になります。
※２期の予診票は、中学３年生及び高校３年生のお子さんに
郵送しています。
○平成 19 年４月２日～平成 21 年 10 月１日生まれの人
　第１期の接種が７歳６か月までに３回完了していない
人は９歳以上 13 歳未満の間に不足した第１期（最大３
回）を接種することができます。
接種期間　９歳の誕生日前日～ 13 歳の誕生日前日
※２期の予診票は小学４年生のお子さんに郵送しています。
また、小学３年生のお子さんは、９歳になったら、２期の予
診票を郵送します。

■子宮頸がん予防ワクチン
　現在、接種の積極的な勧奨を一時的に差し控えていま
す。ただし定期接種自体は中止しないため、希望者は継
続して受けることができます。接種を希望する人は、有
効性及び副反応等について十分に理解したうえで、接種
を受けてください。
対象　小学校６年生～高校１年生の女子

　埼玉県後期高齢者医療広域連合では、前年度 75 歳になった後期高齢
者被保険者を対象に、歯科健康診査を実施します。お口の健康は全身の
健康につながります。疾病予防、健康の維持増進のためにぜひ受診して
ください。
対象　昭和 17 年 4 月 2 日～昭和 18 年 4 月 1 日生まれで後期高齢者医
　　　療被保険者証をお持ちの方
受付期間　7 月 1 日㈰～平成 31 年 1 月 31 日㈭
※詳細は後期高齢者医療広域連合から 6 月下旬に届く案内をご覧ください。

感染症の流行を防ぐために

予防接種を受けましょう ★本庄市保健センター☎㉔２００３

埼玉県後期高齢者医療健康長寿歯科健診 ★埼玉県後期高齢者医療広域連合給付課
☎０４８－８３３－３１３０

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　☎㉓３３２２

　本庄市保健センター内で、内科系の比較的症状が軽く、
入院の必要がない方の診療を行います。
※診療以外に関する問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。

▼診療日　　 日曜・休日・年末年始（12/30 ～ 1/3）・
　　　　　 　平日木曜日夜間

▼診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時
　　　　　　～ 10 時（平日木曜日夜間は午後８時～ 10 時）
※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
６月３日㈰ 上武病院 小島５丁目 ☎㉑０１１１
６月10日㈰ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎㉞２３１３
６月17日㈰ 五十嵐整形外科医院 若泉１丁目 ☎㉔２３１３
６月24日㈰ 飯塚内科産婦人科 栄 1 丁目 ☎㉔６３１１
７月１日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎㉒２０４８
７月８日㈰ 彩の丘クリニック 上里町神保原町 ☎�７１６６

●困ったときは電話相談を！
ほんじょう健康相談ダイヤル 24（相談料・通話料無料）
☎ 0120-122-885
　健康・医療・出産・育児・介護などの相談、医療機関
情報提供を行います。（市内在住者が対象）

▼受付時間　24 時間・年中無休

埼玉県救急電話相談（通話料利用者負担）
☎＃ 7119
　救急医療相談に看護師が対応します。健康相談・育児
相談には対応しません。（大人・小児共通）
※ IP 電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎ 048-824-4199

▼受付時間　24 時間・年中無休
下記の電話番号からも救急電話相談が利用できます。
○大人の救急電話相談　＃ 7000
○小児救急電話相談　＃ 8000 又は☎ 048-833-7911

★ 119 番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門電話番号です。夜間など、時間外に診療可能な病院については、
児玉郡市広域消防本部指令課☎㉔１１１９でご案内していますのでご利用ください。診療科目によっては県外や児玉
郡市以外の病院をご案内する場合もあります。

※診療は午前中のみです。６月10日㈰、飯塚耳鼻咽喉科医院の耳鼻
咽喉科診療は県事業により、午後５時まで実施します。
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★環境推進課☎㉕１１７２、　環境産業課☎�１３３４

EC
ガイド

回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先
アスピアこだま ６月３日㈰、７月１日㈰ 午前９時〜11時 ハートtoハート

(佐久間さんち）
☎�９３００ 市役所 ６月17日㈰ 午前９時〜11時、午後１時〜３時

本庄南公民館 ６月９日㈯ 午前９時〜11時 佐久間さんち
☎�９３００

就労継続支援Ｂ型事業所
「佐久間さんち｣
（本庄高校北側）

６月15日㈮ 随時受付 ポノポノ
☎�２１９５

 集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

～パソコンは “ リサイクル ” しましょう～　
　ご家庭で使わなくなったパソコンは、法律により、製造メーカ
ーに回収及びリサイクルの義務があります。処理するときは各メ
ーカーのホームページ等を確認し、適切な処理をお願いします。
　なお、「ＰＣリサイクルマーク」のついたパソコンは、新たな
料金負担なしで処理できます。国の認定事業者であるリネットジ
ャパン㈱でもパソコンを含む小型家電の宅配回収を行っています。
詳細は、リネットジャパン㈱のホームページをご確認ください。
　また、小型パソコンについては個人情報を消去していただき、
環境推進課（市役所 4 階）・環境産業課（アスピアこだま内）に
設置の小型家電回収ボックス（投入口 30㎝× 15㎝）に投入する
こともできます。

市 民 相 談 （６月～７月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 ６月21日㈭・７月19日㈭　午後１時〜４時

市役所１階 市民相談室 
   　　 

法 律

６月６日㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬　午後１時〜４時
◎７月の相談日

弁護士に
よる相談

７月４日㈬・11日㈬　午後１時〜４時　
定員＝各６人（先着順)

司法書士に
よる相談

７月18日㈬・25日㈬　午後１時〜４時
定員＝各６人（先着順)

不 動 産 ６月８日㈮・７月13日㈮　午後１時〜４時
相談員＝宅地建物取引士

年金・労働 ６月14日㈭　午後１時〜４時　
相談員＝社会保険労務士

税 務 ６月12日㈫・７月10日㈫　午後１時〜４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）午前９時30分〜正午、
午後１時〜３時30分　※６月５日㈫は休みです。

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
６月１日㈮・12日㈫・７月10日㈫　午後１時〜４時 アスピアこだま１階 

相談室１ 市民活動推進課
　　　　　　☎㉕１１１８

６月１日㈮・26日㈫・７月24日㈫　午後１時〜４時 市役所１階　市民相談室
女 性 相 談

（DV 相 談 含 む ）
毎週月〜金曜日（休日を除く）
午前８時30分〜午後５時15分　

市役所３階
市民活動推進課

市民活動推進課
☎㉕１１４４　☎㉕１１１８

家 庭 児 童 毎週月〜金曜日（休日を除く)　午前９時〜午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月〜金曜日（休日を除く)　午前９時30分〜午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と

毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（受付は３時30分まで）
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

第１・第３月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（受付は３時30分まで）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 ６月６日㈬・20日㈬・７月４日㈬・８日㈰
午後１時〜４時（受付は３時30分まで)

※相談時間中
のご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み ６月８日㈮・22日㈮・７月13日㈮

午後１時〜４時（受付は３時30分まで)

成 年 後 見 ６月12日㈫・26日㈫・７月10日㈫
午後１時〜４時（受付は３時30分まで)

※各種相談は予約制
※７月の相談予約は、６月20日㈬から受付開始       
   （先着順。受付開始日は電話予約のみ）
※同月に同じ相談を複数申し込みすることはできません
　各種相談日
●法律相談 ●行政相談 毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日 ●不動産相談 毎月第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日 ●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ） ●税務相談 毎月第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日　
※祝休日のときは変更となります。

　その電話、ちょっと変じゃないですか？
～もしかして、振り込めサギ・・・～　　 「

防
犯
安
心
ニ
ュ
ー
ス
」
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理
課
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不審な電話があったらすぐに
警察署　又は
けいさつ総合センター「＃ 9110」

　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

「電話番号が変わった」
「友達が金を取りに行く」
「携帯をもって ATM へ」
「警察官や公的機関職員
を名乗っている」

⇒ 詐欺です！

あなたをだます、さまざまな手口

Ｓｔｏｒｙ
　本庄市役所に勤める肇（岡田
浩暉）は、桜祭りの準備に忙しい。
このまち出身の大物歌手・後藤
田（高橋和也２役）を迎えて、
地元の農業青年合唱団とのジョ
イントライブがあるのだ。そん
な折、30 年以上会っていなか
った親友・紀彦（高橋和也２役）
が突然現れる。紀彦は今、後藤
田のモノマネ歌手として細々と
生活している。
　この二人の再会は、旧交を温
める暇もなく、翌日の桜祭りへ
と運命的に巻き込まれていく・・・
“ まち ” が織りなす夢と挫折と再
生の物語。

地域とともに作り上げた
本庄市周辺を舞台にしたまちおこし映画

たった一度の歌

緑のカーテンを
育ててみよう
今年度も緑のカーテンコンテスト
を開催します。コンテストの詳細
は今後、「広報ほんじょう」など
でお知らせします。

出演：高橋和也　岡田浩暉　ＵＥＢＯ　蔵下穂波　田嶋高志（本庄市出身）　須藤叶希　清水章吾（特別出演）　小林綾子

６月22日㈮ロードショー
ユナイテッド・シネマ ウニクス上里
ユナイテッド・シネマ ウニクス南古谷
ユナイテッド・シネマ アシコタウンあしかが

特別鑑賞券を発売中※数に限りがあります。

価　　格　１，０００円（１枚）
販売場所　本庄商工会議所
　　　　　ユナイテッド・シネマ ウニクス上里

©2018 映画「たった一度の歌」製作委員会
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

マチを
好きになる
アプリ

　回答いただいた人に抽選でプレゼントを差し上げる広
報アンケートを行っています。あなたの声を広報にいか
しませんか。

■応募方法
�　アンケートの答え・住所・氏名・年齢を記入のうえ、
６月25日㈪までにはがき又は電子メールで下記へ　
※各月１世帯１通まで

★広報アンケートへプレゼントを提供していただ
　ける商店・企業等を募集
プレゼントと一緒にお店の情報や、商品などを広報紙に
掲載します。掲載料金は無料です。
詳しくは、市ホームページ又は広報課☎�１１５５へ

■アンケート
①６月号で１番良かったページ・役にたったページは？
②どんな記事・特集を読みたい(充実してほしい)？
③広報紙の改善してほしい点は？

■応 募 先
�　〒367-8501　本庄市役所広報課「広報アンケート」係
　　�kouhou@city.honjo.lg.jp
　※件名に「広報アンケート」と明記
※当選者の発表は、当選ハガキの発送を
もって代えさせていただきます。

　木村九蔵は弘化２年
（1845）に上州緑

み ど の
埜郡

高山村（現在の群馬県
藤岡市）で生まれ、幼
少の頃より養蚕に興味
を持ち育ちました。明
治５年（1872年）、九
蔵が27歳の時、新しい
養蚕飼育法の「一派温

木村　九蔵　（1845-1898）

2018 N
o

.149

Looking for MEIJI
2018年は明治元年から１５０年に当たる年
市内にある「明治時代」を見つけてみませんか

　九蔵はパリ万博などの欧州視察で世界の養蚕
事情について見聞を広め、帰国後に模範蚕室を
建設。現在もその姿が残っています。
　養蚕のさらなる発展のためには技術の指導だ
けではなく、学問的教育も重要だと九蔵は考え、
明治 30 年（1897 年）に伝習所内に競進社蚕業
講究所を開設しました。晩年の九蔵は病に冒さ
れながらも養蚕改良に取り組み、その姿勢は多
くの教え子たちに深い感銘を与えました。
　競進社蚕業講究所は、九蔵が亡くなった後も、
地域の養蚕業を支える教育機関として重要な役
割を果たし、幾多の変遷を経て、現在の県立児
玉白楊高等学校に至っています。児玉白楊高校
には、当時の養蚕に関する貴重な資料が今でも
多く残っており、学校内の競進社資料記念館で
展示されています。

み
な
さ
ん
の
お
宅
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あ
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情
報
を
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く
だ
さ
い
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広
報
課
☎
�
１
１
５
５

メールからも
応募できます

暖育」を発表。明治10年（1877年）には養蚕改
良競進組を仲間と共に立ち上げ、組長となりま
した。さらに、明治17年（1884年）には組織を
拡大、養蚕改良競進社と改め児玉町に出張事務
所と養蚕伝習所を設置しました。

開設当時に撮影された養蚕伝習所

埼玉県立児玉白楊
高等学校　競進社
資料記念館
本庄市児玉町金屋980
☎�１５６６　
開館時間
午前９時～午後５時

※事前に電話で申込の上、来館してください。

広報アンケート　　読んで答えてプレゼントＧＥＴ！
今月のプレゼント

　東京オリンピックの
正式種目になった【ク
ライミング】が体験で
きます。初心者でも安
心して楽しめるクライ
ミングジム。子どもか
ら大人まで、運動が苦
手な方でも気軽にでき
るので、家族や友人と
一緒に楽しめます。▶店舗情報

Climbing gym THREE PEAKS
本庄市児玉町金屋1198-1
☎�１３１１
営業時間 
平日　14:00～23:00
土曜日・祝日　11:00～21:00
日曜日　10:00～20:00
月曜日定休（月曜日が祝日の場合は翌火曜日が休み）
ホームページ　http://three-peaks.biz/

Climbing gym THREE PEAKS
体験プラン (1 時間 30 分コース )10 名
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